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キ
ャ
プ
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ン
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に
は
、
出
典
、
用
語
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説
等
を
載
せ
ま
し
た
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文
は
、　　
　

　
原
則
右
下
脚
注
（
※
印
）、
年
表
ペ
ー
ジ
で
は
、
左
下
脚
注　
　

　
に
（
❖
印
）
で
年
表
の
出
典
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

•

□
は
引
用
史
料
な
ど
で
、
判
読
不
能
な
文
字
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•

本
文
中
の
年
号
は
、
原
則
と
し
て
和
暦
（
西
暦
）
と
表
し
ま

　
し
た
が
、
近
代
以
降
は
西
暦
の
み
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

•

本
書
の
編
集
に
際
し
、
歴
史
的
な
背
景
や
事
実
を
正
し
く
お

伝
え
す
る
た
め
に
、
引
用
等
に
当
時
の
用
語
を
使
用
し
て

い
る
箇
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も
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り
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す
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ご
理
解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
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写
真
に
見
る
御
用
邸
の
歴
史　
そ
の
１

　
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
１
月
に
造
営
さ

れ
た
当
時
の
御
用
邸
で
、
現
在
の
行
幸
道
路

が
正
門
に
つ
な
が
る
前
は
、
一
面
の
田
で
し

た
。
2
年
後
、
下
山
川
南
の
徳
川
茂
承
侯
爵

（
紀
伊
徳
川
家
）
か
ら
買
い
入
れ
た
「
南
御
用

邸
」
の
総
地
図
と
後
に
買
い
増
さ
れ
た
「
相

州
葉
山
御
用
邸
総
図
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
今
に
残
る
葉
山
の
棚
田

　
平
成
21
年
（
２
０
０
９
）
新
春
、
朝
日
新

聞
創
刊
１
３
０
周
年
記
念
事
業
「
に
ほ
ん
の

里
１
０
０
選
」（
神
奈
川
県
２
ヵ
所
）
に
「
上

山
口
」
が
選
定
さ
れ
ま
し
た
。
上
山
口
正
し
ょ
う

吟ぎ
ん
の
里
の
昭
和
30
年
代
と
現
在
の
棚
田(

千

枚
田
）
を
ご
覧
下
さ
い
。
存
続
の
危
機
を
乗

り
越
え
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
と
と
も

に
毎
年
の
豊
か
な
実
り
を
迎
え
て
い
ま
す
。

 

歴
史
を
刻
む
葉
山
の
た
て
も
の

　
古
い
た
て
も
の
が
次
々
に
消
え
て
い
く
中

で
残
っ
て
い
る
こ
れ
ら
の
建
築
は
、
華
や
か

な
り
し
葉
山
の
別
荘
時
代
を
思
い
起
こ
さ
せ

ま
す
。
旧
東
伏
見
宮
別
邸
の
イ
エ
ズ
ス
孝
女

会
修
道
院
旧
館
、
老
舗
日
影
茶
屋
、
旧
小
田

良
治
別
邸
の
元
鹿
島
研
究
所
、
中
央
大
学
葉

山
寮
、
旧
足
立
正
別
邸
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
葉
山
の
位
置

　
葉
山
町
の
基
本
情
報
、各
地
区
の
読
み
方
、

葉
山
町
の
町
章
、木
、花
、鳥
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。ま
た
、「
選
ば
れ
た
葉
山
」と
い
う
リ
ス

ト
で
、こ
れ
ま
で
に
50
選
や
100
選
に
選
ば
れ

た
葉
山
町
の「
お
す
す
め
」「
見
ど
こ
ろ
」を
紹

介
し
ま
し
た
。

　
葉
山
町
の
名
誉
町
民
で
詩
人
の
堀
口
大
學

が
、毎
日
、日
課
と
し
て
い
た
森
戸
海
岸
へ
の

散
歩
。森
戸
海
岸
か
ら
眺
め
た
富
士
山
の
魅

力
を
、一
篇
の
詩
に
表
し
ま
し
た
。

　
海
越
し
に
見

え
る
富
士
山
は
、

三
浦
半
島
西

海
岸
の
葉
山
な

ら
で
は
の
も
の

で
、夕
焼
け
の

富
士
山
も
町
民

の
誇
り
で
す
。

　

ま
た
、堀
口

大
學
作
詞
、團

伊
玖
磨
作
曲
に

よ
る「
葉
山
町

歌
」も
、葉
山
町

の
宝
で
す
。

 「
葉
山
の
富
士
山
」と
堀
口
大
學

 

海
か
ら
見
た
葉
山
と
対
岸
の
景
色

　
相
模
湾

に
面
し
た

葉
山
な
ら

で
は
の
全

風
景
で
す
。

葉山御用邸

下山口

長柄

堀内

一色
上山口

木古庭

選ばれた葉山
リスト
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葉
山
の
野
草
の
四
季

 

里
山
の
い
き
も
の

 

ち
ょ
っ
と
昔
の
葉
山
の
く
ら
し（
古
民
具
）

 
葉
山
の
野
鳥

 

葉
山
の
美お

味い

し
い
魚
介
類

 

葉
山
の
海
辺
の
生
物

　
昭
和
初
期
ま
で
、
仕
事
や
く
ら
し
の
道
具

に
は
手
作
り
の
も
の
が
多
く
使
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
こ
こ
で
は
、
町
に
保
存
さ
れ
た
葉
山

の
民
具
な
ど
を
写
真
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

【
農
業
】
＝
耕
作
や

作
物
を
加
工
す
る
い

ろ
い
ろ
な
道
具
が
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

【
漁
業
】
＝
刺
し
網

漁
・
見
突
き
漁
そ
の

他
多
く
の
漁
法
で
使

っ
た
道
具
で
す
。

【
山
仕
事
道
具
】
＝

木
を
切
る
た
め
、
炭

や
薪
を
作
り
、
草
を

刈
る
た
め
の
い
ろ
い

ろ
な
道
具
で
す
。

【
生
活
用
具
な
ど
】

＝
長
い
間
に
改
良

を
重
ね
ら
れ
た
道
具

類
で
す
。

　
葉
山
は
海
と
丘
陵
地
に
囲
ま
れ
、
恵
ま
れ

た
自
然
環
境
に
あ
り
ま
す
。
特
に
二
子
山
や

大
楠
山
か
ら
続
く
山
林
や
谷
戸
は
面
積
も
広

く
、
首
都
圏
で
は
貴
重
な
存
在
で
す
。
森
戸

川
上
流
域
の
山
林
に
は
珍め

ず
ら

し
い
サ
ン
コ
ウ
チ

ョ
ウ
、
オ
オ
ル
リ
な
ど
が
渡
来
し
、
近
年
は

野
鳥
の
観
察
に
訪
れ
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
相
模
湾
に
面
し
て
、
お
よ
そ
４
㌔
に
わ
た

る
葉
山
町
の
海
岸
は
、
岩
礁
、
転
石
、
砂
浜

と
複
雑
な
海
岸
地
形
を
も
ち
、
多
種
多
様
な

生
物
が
棲せ

い

息そ
く

し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
相
模
湾
の
多
様
な
生
物
相
は
、
地
質

学
的
な
環
境
の
変
化
を
経
て
形
成
さ
れ
た
複

雑
な
生
物
相
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
草
花
や
雑
木
は
、葉
山
の
里
山

で
見
ら
れ
る
植
物
の
ほ
ん
の
ひ
と
握
り
で
す

が
、ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
や
林
道
の
脇
に
、ひ

っ
そ
り
と
咲
く
季
節
ご
と
の
花
や
実
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。呼
び
名
の
別
名
に

も
ご
注
目
下
さ
い
。

　
昭
和
30
～
40
年
代
以
降
、
生
息
場
所
が
な

く
な
っ
た
両
生
類
、
水
辺
の
い
き
も
の
な
ど

で
絶
滅
危
惧
種
が
多
く
な
り
ま
し
た
。
い
き

も
の
の
一
番
の
天
敵
は
自
然
界
よ
り
人
間
と

か
。
多
く
の
「
里
山
の
い
き
も
の
」
の
中
で
、

今
も
見
ら
れ
る
も
の
を
掲
載
し
ま
し
た
。

　
葉
山
の
ま
わ
り
は
磯
が
多
く
、
名
島
周
辺

の
岩
礁
地
帯
に
は
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
魚
介

類
が
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
家
庭
の
食
卓
に
よ

く
登
場
す
る
旬
な
魚
介
類
は
、
ほ
と
ん
ど
葉

山
で
も
と
れ
る
も
の
で
、
あ
ら
た
め
て
豊
か

な
海
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。
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一
色
の
三さ

ん
が
お
か

ヶ
岡
遺
跡
か
ら
は
、
弥
生
時
代

中
期
前
葉
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
、
三
浦
半
島

で
も
ご
く
初
期
の
弥
生
土
器
が
１
片
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
葉
山
町
内
で
最
も
古
い
も
の

は
、
上
山
口
の
間ま

か
ど門

遺
跡
で
す
。
弥
生
時
代

の
終
わ
り
ご
ろ
か
ら
古
墳
時
代
の
始
め
ご
ろ

の
竪
穴
住
居
跡
が
12
軒
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

三
浦
半
島
で
は
３
～
４
世
紀
代
の
古
墳
は
な

い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
11
年（
１

９
９
９
）
３
月
に
葉
山
町
と
逗
子
市
の
境
に

あ
る
丘
陵
の
上（
現
在
の
第
１
号
墳
）で
埴は

に
わ輪

が
発
見
さ
れ
た
こ
と
を
皮
切
り
に
、
県
内
で

も
最
大
級
の
大
型
前
方
後
円
墳
が
２
基
存
在

す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
長
柄
桜
山
古

墳
群
で
す
。
５
、
６
世
紀
で
は
、
ア
ブ
ズ
ル

遺
跡
や
三
ヶ
岡
遺
跡
、
7
世
紀
の
一
色
古
墳

（
御
用
邸
内
遺
跡
）

が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。

　
葉
山
町
の
大
字
6

地
区
は
、
江
戸
時
代

初
期
か
ら
独
立
の
村

で
し
た
が
、
6
ヵ
村

が
統
合
さ
れ
て
葉
山

村
と
な
っ
た
明
治
22

年
か
ら
「
一
色
」、

「
堀
内
」な
ど
の
旧
村

が
大
字
と
し
て
そ
の

名
を
継
続
し
ま
し
た
。
小
名
と
は
小
地
名
の

こ
と
で
、
土
地
の
形
や
屋
号
な
ど
そ
こ
に
住

む
家
を
特
定
す
る
た
め
自
然
発
生
し
た
も
の

で
す
。「
小
名
＋
名
前
」
に
よ
っ
て
、
所と

こ
ろ

番

地
は
な
く
と
も
村
中
の
家
の
位
置
が
分
か
り

ま
し
た
。
木
古
庭
地
区
で
は
『
葉
山
』
の
由

来
に
つ
い
て
の
諸
説
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

小
字・小
地
名
マ
ッ
プ
─
─
6
地
区

　
水
源
地
橋
の
下
に
あ
る
玄
武
岩
、
上
山
口

新
沢
の
安
山
岩
な
ど
、
葉
山
層
中
に
み
ら
れ

る
こ
れ
ら
の
岩
塊
は
、
三
浦
半
島
が
か
つ
て

太
平
洋
の
中
央
付
近
に
あ
っ
た
こ
と
を
示
す

重
要
な
証
拠
で
す
。
三
浦
半
島
の
大
部
分
の

地
層
は
、
海
洋
プ
レ
ー
ト
が
、
大
陸
プ
レ
ー

ト
の
下
に
潜
り
込
め
ず
に
、
陸
側
に
こ
す
り

つ
け
ら
れ
形
成
さ
れ
た
付ふ

か加
体た

い

で
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
葉
山
町
の
風
光
明
媚

な
景
観
は
、
深
海
に
堆
積
し
た
地
層
が
、
長

い
年
月
を
か
け
て
複
雑
な
過
程
を
へ
て
陸
上

に
ま
で
移
動

し
た
こ
と
に

よ
り
形
成
さ

れ
た
景
色
で

す
。

葉
山
町
の
地
質・地
形

遺
跡
に
み
る
葉
山
─
─
縄
文
時
代

 

遺
跡
に
み
る
葉
山
─
─
弥
生・古
墳
時
代

　
長
柄
桜
山
古
墳
群

記
紀
に
み
る
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
と
葉
山

　
『
記
紀
』
と
は
、
わ
が
国
最
古
の
史
書
と

し
て
の
『
古
事
記
』・『
日
本
書
紀
』
の
こ
と

を
い
い
ま
す
。
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
は
、

悲
劇
の
皇
子
と
し
て
語
ら
れ
る
英
雄
譚
の
人

物
で
す
。
東
征
の
折
、
上
総
国
に
渡
ろ
う
と

し
て
、
妻
の
オ
ト
タ
チ
バ
ナ
ヒ
メ
が
身
代
り

に
入
水
す
る
走
水
の
挿
話
は
よ
く
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
古
東
海
道
は
ヤ
マ
ト
か
ら
東
国
へ

行
く
の
に
、
相
模
か
ら
東
京
湾
を
渡
り
上
総

か
ら
下
総
へ
と
回
る
ル
ー
ト
で
、
武
蔵
国
が

そ
れ
ま
で
の
東
山
道
か
ら
東
海
道
へ
編
入
さ

れ
る
以
前
の
官
道
の
こ
と
で
す
。
長
柄
桜
山

古
墳
群
が
築
か

れ
た
頃
、
三
浦

半
島
を
東
西
に

最
短
距
離
で
横

断
す
る
「
水
上

交
通
路
」
の
可

能
性
も
考
え
て

み
ま
し
た
。

　
葉
山
町
内
に
は

現
在
縄
文
時
代

（
お
よ
そ
１
万
年

前
～
）
か
ら
江
戸

時
代
ま
で
の
遺
跡

が
43
ヵ
所
見
つ
か

っ
て
い
ま
す
。
そ

の
数
は
決
し
て
多

い
と
は
い
え
ま
せ

ん
が
、
遺
跡
は
た

い
て
い
地
中
に
埋
も
れ
て
い
る
た
め
、
ま
だ

知
ら
れ
て
い
な
い
遺
跡
が
存
在
す
る
可
能
性

は
大
い
に
あ
り
ま
す
。
町
内
で
は
縄
文
時
代

の
遺
跡
は
５
ヵ
所
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

遺
跡
の
立
地
か
ら
、
丘
陵
に
所
在
す
る
高
地

性
の
遺
跡
で
あ
る
馬
の
背
山
遺
跡
、
上
山
口

の
正し

ょ
う
ぎ
ん吟

遺
跡
や
間ま

か
ど門

遺
跡
と
、
沿
岸
部
に
近

い
低
地
性
の
遺
跡
で
は
、
森
戸
神
社
裏
遺
跡

と
長ち

ょ
う
と
く
じ
か
ん
し

徳
寺
館
址
遺
跡
（
木
の
下
遺
跡
）
に
大

き
く
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

0 2km

森戸川

逗子市

下山川

横須賀市

　
葉
山
町
と
逗
子
市
の
境
に
あ
る
丘
陵
上
で

発
見
さ
れ
た
２
基
の
大
型
前
方
後
円
墳
と
も

４
世
紀
後
半
に
築
か
れ
た
も
の
で
、
全
長
90

ⅿ
前
後
の
大
き
さ
を
も
ち
、
墳
丘
も
よ
く
保

存
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
重
要
性
か
ら
平

成
14
年
（
２
０
０
２
）
12
月
19
日
付
で
国
の

史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

２　
弥
生
・
古
墳
時
代

１　
縄
文
時
代
以
前
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森
戸
川
の
中

流
に
長
柄
の
福

厳
寺
、
そ
の
南

側
奥
の
谷
に
は

「
義
景
明
神
」

社
が
あ
り
、
鎌

倉
か
ら
室
町
時

代
の
五
輪
塔
が

祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
名
も
字
「
大
山
殿と

の

がヶ

谷や
と

」
と
い
い
、
領
主
長
江
義
景
の
館
が
あ
っ

た
と
こ
ろ
と
い
わ
れ
ま
す
。
近
く
に
は
、
義

景
の
祖
父
と
伝
わ
る
鎌
倉
権
五
郎
景
政
を
祀

る
御
霊
神
社
や
、
景
政
山
長
運
寺
が
あ
り
ま

す
。
義
景
の
子
明
義
と
師
景
と
景
行
に
続
く

実
質
的
な
御
家
人
と
し
て
の
系
譜
は
「
四
郎

入
道
」
明
義
と
「
八
郎
入
道
」
師
景
家
の
２

つ
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
も
続
い

て
い
く
長
江
一
族
の
足
跡
を
、『
吾
妻
鏡
』
や

そ
の
他
古
文
書
の
中
に
た
ど
り
ま
し
た
。

　
鎌
倉
幕
府
が
編
ん
だ
歴
史
書
『
吾あ

妻づ
ま

鏡か
が
み

』

に
は
葉
山
地
域
の
こ
と
が
よ
く
出
て
き
ま
す
。

養よ
う

和わ

元
年
（
１
１
８
１
）
６
月
19
日
、
源
頼

朝
は
納
涼
の
た
め
三
浦
方
面
に
で
か
け
ま
す
。

そ
の
途
中
の
「
佐さ

賀が

岡お
か

浜は
ま

」
で
の
出
来
事
。

「
佐
賀
岡
」
は
、
い
ま
の
「
三さ

ん

ヶが

岡お
か

」
に
あ

た
り
ま
す
。
元げ

ん

暦り
ゃ
く

元
年
（
１
１
８
４
）
５
月

19
日
、
頼
朝
ら
は
「
由ゆ

比い

浦
」
か
ら
船
に
乗

り
「
杜も

り

戸と

岸
」
に
着
け
「
杜
戸
松
樹
下
」
で

小こ

笠が
さ

懸が
け

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
以
後
、「
佐
賀

岡
」「
杜
戸
」
地
区
で
は
、
鎌
倉
由
比
ヶ
浜

と
同
様
に
犬い

ぬ

追お
う

物も
の

や
流や

ぶ

鏑さ

馬め

・
遠
笠
懸
な
ど

が
し
き
り
に
行
わ
れ
、
将
軍
遊
覧
の
場
所
で

あ
る
と
同
時
に
武
芸
を
披
露
す
る
恒
常
的
な

場
所
と
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。
ま
た
、
将

軍
頼
経
は
杜
戸
地
域

を
「
七な

な

瀬せ

」
の
一
つ

と
し
て
「
霊
所
御

祓
」
を
さ
せ
ま
し
た
。

　
治じ

承し
ょ
う

４
年
（
１
１
８
０
）
11
月
、
源

み
な
も
と

頼よ
り

朝と
も

は
多
く
の
武
士
を
率
い
て
鎌
倉
に
入
り
幕
府

を
開
き
ま
し
た
。
次
第
に
北
条
氏
の
力
が
大

き
く
な
り
、
三
浦
一
族
の
主
流
な
ど
有
力
武

士
が
倒
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
元げ

ん

弘こ
う

３
年

（
１
３
３
３
）、
後ご

醍だ
い

醐ご

天
皇
に
従
っ
た
武
士

た
ち
、
特
に
足あ

し

利か
が

・
新に

っ

田た

氏
に
よ
り
鎌
倉
幕

府
は
倒
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
時

代
は
、
天
皇
家
の
分
立
と
足
利
一
門
の
争
い

が
原
因
と
な
っ
て
南
北
朝
争
乱
の
時
代
と
な

り
ま
し
た
。
明め

い

応お
う

４
年
（
１
４
９
５
）、、
関

東
地
域
を
中
心
に
大
地
震
が
発
生
。
こ
れ
を

契
機
に
伊
豆
韮に

ら

山や
ま

城
に
い
た
伊
勢
早そ

う

雲う
ん

は
小

田
原
城
を
占
領
、
２
代
氏
綱
は
北
条
氏
と
名

乗
り
、
そ
の
後
氏う

じ

康や
す

・
氏う

じ

政ま
さ

・
氏う

じ

直な
お

と
５
代

お
よ
そ
１
０
０
年
そ
の
支
配
を
続
け
ま
し
た
。

御み

浦う
ら

郡ぐ
ん（

美
宇
良
郡
）と
葉
山

遺
跡
に
み
る
葉
山
─
─
古
代

三
浦
氏
台
頭
期
の
葉
山（
平
安
末
期
）

三
浦
半
島
の
中
世 

『
吾
妻
鏡
』に
み
る
葉
山
地
域 

鎌
倉・室
町
時
代
の
長
江
氏
と
葉
山
地
域 

　
「
葉
山
」
の
地
名
は
文
献
資
料
で
は
南
北

朝
時
代
の
文
和
２
年
（
１
３
５
３
）
６
月
26

日
の
平
某
寄
進
状
に
「
相
模
国
葉
山
郷
」
と

見
え
る
の
が
最
初
で
す
。「
御
浦
郡
」
の
初

見
は
『
日
本
書
紀
』
持
統
天
皇
の
６
年
（
６

９
２
）
５
月
辛
未
（
５
日
）
条
で
、「
御
浦

郡
」
か
ら
「
赤
烏･

ア
カ
ガ
ラ
ス
」
が
朝
廷

に
差
し
出
さ
れ
た
と
い
う
も
の
で
す
。『
万

葉
集
』
に
は
「
美み

う

ら

さ

き

宇
良
佐
伎
」
と
読
み
込
ま

れ
た
歌
が
あ
り
ま
す
。
天
平
７
年
（
７
３

５
）
閏う

る
う

11
月
の
『
相
模
国
封ふ

こ

そ

戸
租
交
易
帳
』

と
い
う
史
料
に
は
「
御
浦
郡
氷ひ

ひ

る

ご

う

蛭
郷
」
が

檜ひ
の
く
ま
の
お
お
き
み

前
女
王
、「
御
浦
郡
走
水
郷
」
は
山や

ま
が
た
の形

女お
お

王き
み

の
食じ

き

封ふ

と
あ
り
ま
す
。
食
封
と
は
、
身
分

の
高
い
人
た
ち
が
、
与
え
ら
れ
た
土
地
と
人

か
ら
あ
が
る
税
な
ど
を
そ
の
生
活
費
と
す
る

も
の
で
す
。
か
れ
ら
は
と
も
に
、
天
武
天
皇

の
孫
世
代
に
相
当
す
る
王
家
の
人
た
ち
で
す

の
で
、
そ
の
頃
の
朝
廷
と
三
浦
地
域
が
直
接

に
つ
な
が
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
三
浦
半
島
の
大
半
は
、
律
令
制
成

立
後
は
相
模
国
御み

う

ら浦
郡
の
範
囲
に
あ
り
、
葉

山
町
域
は
す
べ
て
御
浦
郡
に
属
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
御
浦
郡
内
の
ど
こ
か
に
郡
の
役

所
で
あ
る
郡
衙
が
置
か
れ
た
は
ず
で
す
が
、

現
在
の
と
こ
ろ
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
は
ま
だ

分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
町
内
で
は
、
奈
良
・

平
安
時
代
の
遺
跡
が
23
ヵ
所
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
。
三
ヶ
岡
遺
跡
で
は
、
９
世
紀
中
ご
ろ

か
ら
10
世
紀
初
頭
ご
ろ
の
遺
構
、
遺
物
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。
御
用
邸
内
遺
跡
で
も
遺

構
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、
古
墳
時
代
か

ら
平
安
時
代
ま
で
の
土
器
が
発
見
さ
れ
て
い

ま
す
。
堀
内
児
童

遊
園
内
の
防
火
貯

水
槽
工
事
中
に
、

ク
ス
ノ
キ
製
の
丸

木
舟
の
一
部
が
出

土
し
ま
し
た
。

　
三
浦
氏
の
出
身
は
桓
武
天
皇
の
曾
孫
、
平

高た
か
も
ち望

の
子
孫
と
い
わ
れ
ま
す
。「
板ば

ん

東ど
う

八
平

氏
」
の
ひ
と
つ
で
一
族
は
全
国
各
地
に
広
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。
三
浦
半
島
に
そ
の
勢
力

を
広
げ
て
い
っ
た
平
安
末
期
の
三
浦
氏
と
し

て
為
道
（
通
）
は
、
前
九
年
合
戦
（
１
０
５

１
～
６
２
）
に
手
柄
を
立
て
た
の
で
合
戦
が

終
わ
っ
た
後
に
源
頼
義
か
ら
ほ
う
び
と
し
て

三
浦
郡
を
与
え
ら
れ
、
そ
の
後
、
衣
笠
城
を

構
え
て
初
め
て
「
三
浦
平
大
夫
」
と
号
し
た

と
い
い
ま
す
。
三
浦
氏
が
半
島
に
そ
の
力
を

の
ば
し
て
い
く
こ
ろ
、
葉
山
地
域
で
は
ど
の

よ
う
な
人
々
が
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
葉
山

地
域
に
関
わ
り
深
い
長な

が

江え

氏
は
高
座
郡
地
域

（
藤
沢
市
）
を
中
心
に
そ
の
勢
力
を
の
ば
し

て
い
た
鎌
倉
権
五
郎
景
正
、
そ
の
孫
の
義
景

か
ら
「
長
江
」
氏
を
名
乗
っ
て
い
く
系
統
に

な
り
ま
す
。
平
安
時
代
の
終
わ
り
頃
に
は
、

ま
だ
葉
山
地
域
に
は
後
の
武
士
団
に
つ
な
が

る
よ
う
な
有
力
者
は
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

0 1m

３　
飛
鳥
～
奈
良
～
平
安
時
代

４　
平
安
時
代

５　
平
安
末
期
～
鎌
倉
時
代

６　
鎌
倉
時
代

７　
鎌
倉
時
代

８　
鎌
倉
時
代
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関
東
に
入
国
し
た
家
康
は
、
新
し
い
領
国

を
着
々
と
整
備
し
て
い
き
ま
し
た
。
三
浦
半

島
に
お
い
て
は
、
代
官
頭が
し
らと
し
て
長
谷
川
七

左
衛
門
長
綱
を
配
置
し
、
民
政
全
般
に
亘わ
た
っ

て
支
配
さ
せ
ま
し
た
。
同
時
期
に
三
浦
郡
の

主
な
寺
社
に
一
斉
に
領
地
が
寄
進
さ
れ
て
い

ま
す
。
葉
山
地
区
で
は
、
森
山
神
社
を
含
め

８
寺
社
に
朱
印
状
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。
慶
長

３
年
（
１
５
９
８
）、
逗
子
市
沼
間
の
神じ

ん

武む

寺じ

薬
師
堂
の
屋
根
葺ふ

き

替か
え

の
棟
札
奉
加
帳
に
貴
重

な
記
録
が
あ
り
、
短
い
記

録
か
ら
種
々
の
情
報
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
色
村
と
堀
内
村
の
分
離
、

同
じ
く
上
山
口
村
と
下
山

口
村
の
分
離
の
ほ
か
、
長

江
が
長
柄
と
表
記
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
の
も
文
禄
の

検
地
の
時
以
降
で
は
な
い

か
と
推
察
さ
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
、
支
配
機
構
の
末
端
の
組
織
は

村
落
で
し
た
。
村
々
で
は
、
村
役
人
で
あ
る

村
方
三
役
（
名
主
・
組
頭 ・
百
姓
代
）
が
選

ば
れ
、
領
主
の
承
認
を
得
て
村
政
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。「
五
人
組
」
の
構
成
は
、
各
村

で
近
隣
の
５
～
６
戸
を
一
組
に
し
て
組
頭
を

選
び
、
こ
の
編
成
状
況
を
記
し
、
村
方
三
役

の
署
名
と
捺
印
を
し
て
「
五
人
組
帳
」
を
作

成
し
領
主
へ
提
出
し
て
い
ま
す
。
葉
山
の
村

方
三
役

（
名
主
・

組
頭
・
百

姓
代
）
の

江
戸
初
期

～
明
治
初

め
ま
で
の

変
遷
を
、

各
資
料
を

調
査
し
て
、

表
に
し
ま

し
た
。

　
北
条
早
雲
か
ら
５
代
続
い
た
関
東
の
雄
、

北
条
氏
は
、
天
正
18
年(

１
５
9
０)

７
月
、

豊
臣
秀
吉
の
攻
撃
を
受
け
滅
び
ま
し
た
。
こ

の
結
果
三
浦
半
島
は
徳
川
の
支
配
へ
と
移
り
、

三
浦
半
島
は
直
轄
領
に
な
り
ま
し
た
が
、
葉

山
の
各
村
は
、
江
戸
半
ば
に
は
相
次
い
で
前

橋
（
川
越
）
藩
の
支
配
と
な
り
ま
す
。
江
戸

時
代
後
期
は
、
海
防
に
よ
り
会
津
藩
、
再
び

川
越
藩
、
彦
根
藩
、
萩
藩
、
熊
本
藩
、
佐
倉

藩
と
、
三
浦
半
島
警
備
の
た
め
交
代
す
る
各

藩
の
支
配
下
に
置
か
れ
、
短
期
間
の
う
ち
に

め
ま
ぐ
る
し
く
領
主
が
代
わ
り
ま
す
。

　
天
正
15
年
（
１
５
８
７
）
7
月
、
小
田
原

北
条
氏
は
領
国
内
の
郷
村
に
い
る
住
民
の
動

員
計
画
を
示
し
、
１
ヵ
月
後
に
そ
の
名
簿
の

提
出
と
武
具
の
準
備
な
ど
を
命
じ
ま
し
た
。

北
条
政
権
は
「
総
力
戦
」
の
段
階
に
入
り
始

め
て
い
た
の
で
す
。
天
正
18
年
（
１
５
９
０
）

３
月
１
日
、
豊
臣
秀
吉
は
京
都
を
出
発
し
て

小
田
原
を
め
ざ
し
ま
す
。
４
月
初
旬
に
は
小

田
原
城
は
豊
臣
勢
力
に
よ
っ
て
包
囲
さ
れ
ま

し
た
。
石
垣
山
の「
一
夜
城
」も
築
か
れ
、そ

の
間
に
は
関
東
各
地
の
北
条
方
の
城
は
豊
臣

方
に
よ
り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
同
年

７
月
５
日
、
小
田
原
の
当
主
北
条
氏
直
は
秀

吉
に
降
伏
し
、
北
条
氏
５
代
お
よ
そ
１
０
０

年
の
治ち

世せ
い
は
こ
こ
に
終
わ
っ
た
の
で
す
。
そ

の
時
、
秀
吉
に
助
命
さ
れ
た
氏
直
は
高
野
山

に
追
放
さ
れ
ま
す
が
、
翌
天
正
19
年
、
徳
川

家
康
の
取
り
な
し
で
秀
吉
の
家
臣
と
し
て
再

出
発
し
、
こ
こ
に
北
条
氏
は
豊
臣
大
名
と
な

り
ま
し
た
。

　
天
正
９
年
（
１
５
８
１
）

２
月
、
三
崎
城
主
の
北
条

氏
規
は
木
古
庭
郷
か
ら
逃

げ
出
し
た
百
姓
た
ち
を
罰

し
な
い
の
で
彼
ら
を
帰
村

さ
せ
て
も
よ
い
、
と
地
元

に
残
っ
て
い
た
百
姓
に
伝

え
ま
し
た
。
実
は
、
領
主

宮
下
自
身
が
こ
れ
以
前
に

ど
こ
か
に
「
闕
落
」
し
て

し
ま
い
、
そ
の
後
、
こ
ん
ど
は
多
く
の
百
姓

ら
が
「
郷ご

う

中ち
ゅ
う

明あ
け

」
と
い
っ
て
郷
村
か
ら
逃
げ

出
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
重
大
な
違

反
行
為
で
し
た
が
、
残
っ
て
い
た
百
姓
が
逃

げ
出
し
た
百
姓
た
ち
の
帰
村
を
北
条
氏
規
に

要
請
し
、
許
可
さ
れ
た
の
で
す
。
事
件
を
物

語
る
行
方
不
明
だ
っ
た
北
条
氏
規
朱
印
状
１

通
が
最
近
見
つ
か
り
ま
し
た
。
既
存
の
２
通

と
合
わ
せ
た
こ
れ
ら
３
通
の
中
世
古
文
書
は

葉
山
町
の
貴
重
な
文
化
財
で
す
。

　
『
小
田
原
衆
所
領
役
帳
』
は
、
戦
国
大
名
後

北
条
氏
３
代
目
当
主
氏う

じ
や
す康

が
家
臣
に
命
じ
て

作
成
さ
せ
た
も
の
で
、
永
禄
２
年
（
１
５
５

９
）
２
月
12
日
の
奥お

く

書が
き

が
あ
り
ま
す
『
役
帳
』

が
歴
史
研
究
上
重
要
視
さ
れ
る
の
は
、
豆ず

州

（
伊
豆
国
）・
相そ

う

州
（
相
模
国
）・
武ぶ

州
（
武
蔵

国
）
の
村
名
・
貫
高
（
石
高
）・
支
配
者
名
が

詳
細
に
記
入
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す
。
徳
川

家
康
関
東
入
国
以
前
の
資
料
と
し
て
、
中
世

戦
国
期
の
村
を
知
る
た
め
の
貴
重
な
一
次
史

料
で
す
。
今
回
発
見
さ
れ
た
写
本
「
葉
山

本
」
か
ら
、
戦
国
時
代
の
葉
山
地
区
は
、
葉

山
郷（
堀
内
・
一
色
）、

山
口
（
上
山
口
・
下

山
口
）、木
古
庭
、長

江
（
柄
）
の
４
区
に

分
か
れ
て
支
配
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。

貴
重
本『
小お

田だ

原わ
ら

衆し
ゅ
う

所し
ょ

領り
ょ
う

役や
く

帳ち
ょ
う』写

本
を
発
見

木
古
庭
郷
の
領
主
闕か

け

落お
ち

と
郷
村
百
姓

豊
臣
政
権
と
の
戦
い

江
戸
時
代
前
夜
の
葉
山（
近
世
の
幕
開
け
）

  

め
ま
ぐ
る
し
く
代
わ
っ
た
６
ヵ
村
の
支
配 

  

各
村
の
自
治
組
織
─
─
名な

主ぬ
し

変
遷
と
五
人
組

天正 18

寛文３
寛文 11

長柄 堀内 木古庭 一色 上山口下山口
　1590

　1663

　1671

　1676

　1698
　1699

延宝４

元禄 11
元禄 12
寛延２ 　1749

明和５

文化８

文政４

弘化４

安政元
安政６

文久３
慶応３

　1768

　1811

　1821

　1847

　1854

　1859

　1863

　1867

幕府直轄領　代官　長谷川長綱支配

寺社奉行　戸田忠昌

幕府各代官前橋藩　酒井家

前橋藩　松平家

川越藩　松平家
（前橋から川越に移城）

会津藩　松平家

川越藩　松平家

彦根藩
井伊家

萩藩　毛利家
熊本藩　細川家

佐倉藩　堀田家
　幕府直轄領　代官　江川太郎左衛門

旗
本
　松
平
忠
明

　
　
　水
野
元
朝

和暦 西暦

海防のための領主交代

９　
南
北
朝
～
室
町
時
代

10　
室
町
時
代

11　
安
土
・
桃
山
時
代

12　
安
土
・
桃
山
時
代
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検
地
と
は
、
田
・
畑
・
屋
敷
の
面
積
と
収

穫
量
の
調
査
で
、
台
帳
は
「
検
地
水
帳
」
ま

た
は
「
水
帳
」
と
表
記
さ
れ
て
お
り
現
在
の

課
税
台
帳
に
当
た
り
ま
す
。
葉
山
町
所
蔵
の

一
番
古
い
も
の
は
、
木
古
庭
村
の
文
禄
３
年

（
１
５
９
４
）
の
「
検
地
水
帳
」（「
御
な
わ

う
ち
帳
」
と
表
記
）
で
す
。
元
禄
12
年
（
１

６
９
９
）
に
実
施
さ
れ
た
検
地
で
は
、
５
ヵ

村
の
「
検
地
水
帳
」
原
本
、
写
本
が
残
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
検
地
帳
に
よ
る
村
高
、
お
よ

び
田
、
畑
・
屋
敷
を
含
む
面
積
を
表
で
示
し

ま
し
た
。
飢
饉
や
旱
魃
な
ど
の
天
災
や
川
欠

引
等
で
年
貢
の
軽
減
措
置
が
と
ら
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
支
配
層

の
消
費
増
で
、
田
畑

以
外
の
課
税
項
目

を
増
や
し
、
増
収
を

図
っ
た
領
主
側
の
対

応
が
読
み
取
れ
ま
す
。

　
江
戸
時
代
を
通
じ
て
和
歌
山
県
高
野
山
か

ら
派
遣
さ
れ
た
使
僧
「
高
野
聖
」
が
各
地
を

廻
り
高
野
山
詣
で
を
勧
め
ま
し
た
。
葉
山
か

ら
も
、
多
く
の
人
々
が
伊
勢
参
り
や
行
楽
を

兼
ね
、
約
2
ヵ
月
の
日
程
と
高
額
の
費
用
を

か
け
て
、
先
祖
の
供
養
の
た
め
高
野
山
へ
参

詣
し
、
北
条
氏
ゆ
か
り
の
「
小
田
原
坊
」
と

呼
ば
れ
た
塔
頭
髙
室
院
に
宿
泊
し
ま
し
た
。

宿
泊
者
の
年
月
日
、
村
名
、
登
山
者
名
、
同

行
者
名
、
戒
名
な
ど
が
書
か
れ
た
宿
帳
的
な

「
登
山
御
檀
那
帳
、
登
山
帳
」
に
は
、
公
的

に
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
登
山
者
の
苗
字
が
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
元
和
8
年
（
１
６
２
２
）

か
ら
安
政
５
年
（
１
８
５
８
）
に
か
け
て
の

年
代
別
村
別
登
山
者
数
４
２
１
名
の
氏
名
を

掲
載
し
ま

し
た
。
ご

先
祖
の
名

前
を
探
し

て
み
て
く

だ
さ
い
。

三
浦
半
島
の
人じ

ん

馬ば

継つ
ぎ

立た
て

─
─
苦
し
い
村
民
負
担

入い
り

会あ
い

地ち

・漁
場
を
め
ぐ
る
隣
村
と
の
い
さ
か
い

「
高た

か

室む
ろ

院い
ん

登と

山ざ
ん

帳
」に
み
る
葉
山

江
戸
時
代
の
年
貢
─
─
元
禄
検
地
前
後
の
村
高

江
戸
時
代
の
相
模
国
絵
図
に
み
る
三
浦
半
島

江
戸
時
代
中
期
の
堀
内
葉
山
家
絵
図

  「
関
ヶ
原
の
戦
い
」
の
翌
年
、
徳
川
家
康
は

宿
駅
制
度
を
定
め
ま
し
た
。
寛
永
初
期
ま
で

に
は
五
街
道
（
東
海
・
中な

か
せ
ん山

・
日
光
・
奥

州
・
甲
州
）
が
整
備
さ
れ
、
江
戸
日
本
橋
か

ら
の
東
海
道
・
中
山
道
に
公
用
人
馬
が
置
か

れ
て
、
宿
場
ご
と
に
人
馬
継
立
（
人
馬
を
用

意
し
て
次
の
宿
場
ま
で
運
ぶ
業
務
）
を
す
る

た
め
、
沿
道
の
村
々
が
定じ

ょ
う

助す
け
ご
う郷

村
と
な
り
ま

し
た
。
交
通
が
増
す
に
つ
れ
、
脇
往
還
（
浦

賀
道
・
三
崎
道
な
ど
）
の
村
々
も
加か

助
郷
、

増ま
し

助
郷
に
制
度
化
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
提

供
す
る
人
馬
は
「
百
石
に
付
き
何
人
・
何

匹
」
の
割
合
で
出
し
ま
す
。
普
通
は
５
人
か

ら
10
人
で
、
そ
れ
も
毎
日
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
幕
末
に
な
る
ほ
ど
多
く
な
り
、
ペ
リ
ー

来
航
翌
年
に
は
１
年
で
人
馬
と
も
急
激
に
負

担
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
過
度
な
負
担
に
納

得
の
い
か
な
い
村
々
は
、
雇
揚
げ
（
金
銭
代

納
）
を
し
た
り
、
差
配
役
の
雪
ノ
下
村
や
戸

塚
宿
に
対
し
、
道
中
奉
行
に
免
除
願
い
を
出

し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　
江
戸
時
代
の
寛
文
13
年
（
１
６
７
３
）
に

も
、
上
山
口
村
と
逗
子
桜
山
村
と
が
入
会
地

（
共
有
地
）
の
芝
の
利
用
を
め
ぐ
っ
て
争
い

ま
し
た
。
桜
山
大
山
（
現
逗
子
市
）
の
草
を

上
山
口
村
の
住
民
が
勝
手
に
苅
り
込
ん
で
使

っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。
地
元
の
言
い
伝

え
で
は
、
そ
こ
は
長
柄
の
持
ち
分
で
し
た
が
、

山
に
か
か
る
年
貢
（
税
）
が
あ
ま
り
に
も
か

か
る
た
め
桜
山
に
譲
っ
た
と
あ
り
ま
す
。
明

治
41
年
（
１
９
０
８
）、
名
島
の
沖
合
で
逗

子
小
坪
村
漁
師
と
堀
内
村
漁
師
が
争
い
を
は

じ
め
、
双
方
に
多
く
の
け
が
人
が
出
ま
し
た
。

小
坪
村
漁
師
37
名
ら
は
「
水
目
金
（
水
眼

鏡
）」
を
使
い
、
葉
山
名
島
地
先
の
海
産
物

を
そ
っ
く
り
取
っ
て
い
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

で
す
。
限
ら
れ
た
資
源
を
め
ぐ
る
争
い
は
た

び
た
び
起
き
ま
し
た
が
、
一
方
で
、
生
活
権

を
確
保
し
な
が
ら
も
そ
れ
以
上
に
自
然
環
境

を
守
っ
て
い
こ
う
と
す
る
先
人
た
ち
の
強
い

意
志
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
宝
暦
2
年
（
１
７
５
２
）
の
「
日
本
輿
地

図
」、
天
保
9
年
（
１
８
３
８
）「
相
模
国
絵

図
」
の
三
浦
半
島
で
、
当
時
の
葉
山
の
様
子

が
分
か
り
ま
す
。

　
安
永
2
年
（
１
７
７
３
、
寛
政
４
年
（
１

７
９
２
）
の
堀
内
の
絵
図
。
高
札
の
位
置
や
、

今
は
消
え
た
浜
道
が
主
道
路
だ
っ
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

13　
江
戸
時
代
初
期

14　
江
戸
時
代
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講
は
、
本
来
信
仰
を
持
つ
人
々
に
よ
る
集

ま
り
の
こ
と
で
す
が
、「
無
尽
講
」
の
よ
う

な
も
の
も
あ
り
、「
講
」
と
い
う
名
称
で
呼

ば
れ
る
対
象
は
多
岐
に
亘わ

た

っ
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
は
「
富
士
講
」
な
ど
信
仰
に
よ
る
も
の

を
中
心
に
、
葉
山
に
あ
っ
た
講
、
ま
た
現
在

も
続
い
て
い
る
講
に
つ
い
て
一
部
を
紹
介
し

ま
す
。
葉
山
に
は
、
仙
元
山
や
長
柄
の
石
碑
、

古
文
書
な
ど
に
富

士
講
の
遺
物
が
残

っ
て
い
ま
す
。

庚こ
う
し
ん申

と
は
、
十
干か

ん

と
十
二
支し

を
組
み
合
わ
せ
た
60
通
り
の
干え

と支

の
一
つ
の
庚
申
「
か
の
え
さ
る
」
の
こ
と
で
、

中
国
道
教
の
「
三さ

ん

尸し

説
」
を
も
と
に
、
密

教
・
民
間
信
仰
な
ど
が
絡
み
合
っ
た
複
合
信

仰
で
、
江
戸
時
代
に
庶
民
に
広
が
っ
た
講
で

す
。
庚
申
塔
は
葉
山
の
各
地
域
に
見
ら
れ
、

旧
街
道
の
要
所
に
集
中
し
て
建
立
さ
れ
て
い

ま
す
。
聖
徳
太
子
を
職
能
神
と
し
て
信
仰
す

る
職
人
た
ち
の
太
子
講
碑
も
み
ら
れ
ま
す
。

　
『
相
中
留
恩

記
畧
』
は
、
相

模
国
鎌
倉
郡

渡
内
村
（
現
藤

沢
市
）
の
名
主

福
原
高
峯
が
、

絵
師
長
谷
川

雪
堤
の
協
力
に

よ
り
、
徳
川
家

康
に
関
す
る
相

模
国
の
事
跡
を
巡
っ
て
編
集
し
、
天
保
10
年

頃
完
成
し
た
図
会
形
式
の
地
誌
と
伝
わ
っ
て

い
ま
す
。
葉
山
部
分
で
は
、
こ
こ
に
集
め
た

５
寺
、
３
社
、
１
眺
望
図
の
ほ
か
に
、
各
寺

社
の
朱
印
状
写
し
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
天

正
19
年
（
１
５
９
１
）
に
家
康
よ
り
御
朱
印

を
賜
っ
た
寺
社
を
巡
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
当
時
の
名
所
旧
跡
に
あ
た
る
場
所
だ
っ
た

と
思
わ
れ
、
山
号
や
開
基
、
祭
神
な
ど
と
と

も
に
寄
進
さ
れ
た
領
地
の
石
高
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
堀
内
村
の
よ

う
に
、
海
附
の

村
（
海
に
面
し

て
い
る
村
）
は
、

村
内
に
農
産
物

を
生
産
す
る
岡
方
と
漁
業
に
従
事
す
る
濱
方

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
堀
内
村
の
濱
方

は
岡
方
と
較
べ
家
数
・
人
数
が
圧
倒
的
に
多

い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
岡
方
に
牛
耳
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
、
日
頃
か
ら
不
満
が
あ
り
ま
し

た
。
下
田
か
ら
浦
賀
に
奉
行
所
が
移
っ
た
翌

年
の
享
保
６
年
（
１
７
２
１
）、
岡
方
で
は

奉
行
所
の
業
務
に
十
分
な
対
応
が
出
来
な
か

っ
た
た
め
、
濱
方
を
三
ヶ
浦
と
唱
え
、
家
数

を
分
け
た
上
、
濱
方
三
役
を
立
て
て
、
浦
賀

奉
行
所
の
御
用
弁
の
み
を
務
め
さ
せ
ま
し
た
。

こ
れ
を
機
に
、
濱
方
は
三
ヶ
浦
村
と
し
て
堀

内
村
か
ら
の
独
立
の
気
運
が
高
ま
り
、
岡
濱

出
入
り
が
数
度
に
及
び
ま
し
た
。
し
か
し
、

結
果
と
し
て
、
濱
方
が
念
願
し
た
岡
方
か
ら

の
独
立
は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

浦
賀
奉
行
所
の
置
か
れ
た
浦
賀
に
至
る

「
浦
賀
道
」
に
は
、
２
通
り
の
ル
ー
ト
が
あ

り
ま
し
た
。
１
つ
は
、
東
海
道
の
保
土
ヶ
谷

か
ら
金
沢
、
大
津
を
へ
て
浦
賀
に
至
る
、
半

島
の
東
海
岸
に
沿
っ
て
下
る
道
、
も
う
１
本

の
「
浦
賀
道
」
は
、
文
化
３
年
（
１
８
０

６
）
完
成
の
『
浦
賀
道
見
取
絵
図
』
に
描
か

れ
て
い
ま
す
。
戸
塚
か
ら
三
浦
半
島
を
横
断

す
る
ル
ー
ト
で
、
鎌
倉
雪
ノ
下
、
逗
子
の
小

坪
、
葉
山
の
堀
内
、
一
色
、
上
山
口
、
木
古

庭
か
ら
横
須
賀
の
平
作
、
衣
笠
を
経
由
し
、

大
津
で
保
土
ヶ
谷
か
ら
の
ル
ー
ト
と
合
流
し

ま
す
。
高
札
や
庚
申

塔
、
寺
社
が
描
か
れ
た

こ
の
「
絵
図
」
は
、
記

録
の
少
な
い
当
時
の
葉

山
の
村
々
の
貴
重
な
地

誌
と
な
っ
て
い
ま
す
。

鐙
摺
か
ら
木
古
庭
ま
で

の
「
浦
賀
道
」
に
現
在

の
情
報
を
載
せ
ま
し
た
。

　
享
保
５
年
（
１
７
２
０
）
に
浦
賀
奉
行
所

が
開
設
さ
れ
、
翌
年
、
堀
内
村
浜
道
に
「
浦う

ら

高こ
う
さ
つ札

」
を
立
て
て
「
浦
賀
道
」
の
通
行
が
賑

わ
い
ま
す
。
葉
山
家
絵
図
、
文
化
３
年
（
１

８
０
６
）
完
成
の
『
浦
賀
道
見
取
絵
図
』
に

も
浜
道
に
、
も
う
一
つ
の
高
札
が
立
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
幕
末
ま
で
あ
っ
た
浜
道
は
、

明
治
の
地
図
に
は
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
葉

山
の
災
害
の
少
な
い
記
録
か
ら
、
浜
道
消
失

の
謎
に
迫
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
近
ま
で
の

葉
山
関
連
災
害
を
リ
ス
ト
に

し
て
い
ま
す
。
強
風
で
ヨ
ッ

ト
ハ
ー
バ
ー
に
係
留
さ
れ
た

ヨ
ッ
ト
に
、
し
ば
し
ば
被
害

が
見
ら
れ
る
の
も
葉
山
の
特

徴
で
す
。

自
然
災
害
に
よ
る
浜
道
消
失
・
三
崎
道
迂
回
な
ど

元慶２ 878
11/1

相模・武蔵　圧死多数　
M7.4

永長元 1096
12/17

東海沖の巨大地震　  
 M8.0~8.5

建保元
~正嘉元

1213
~1257

鎌倉で地裂け、山崩れ、津波などの記録『吾妻鏡』
 M≒7.0~7.5

永仁元 1293
5/27

鎌倉強震、建長寺炎上
死者数千～2万3千余 　　　　　　　　 Ｍ≒7.0

明応７ 1498
9/20

東海道全般　全域で溺死４万人以上
Ｍ8.2~8.4

元禄10 1697
 11/25

鎌倉の鶴岡八幡宮の鳥居倒れる  
Ｍ≒6.5

元禄16 1703
 12/31

（」震地禄元「 江戸･関東）
死者数千                 　　　　　　   Ｍ≒7.9~8.2

宝永4 1707
10/28

「宝永地震」（五幾・七道）
死者全域で2万          　  　　　　　　　 Ｍ8.6

宝永4 1707 富士山大噴火 大被害・川崎で降灰砂は5㌢
享保6 1721
宝暦5 1755
明和9 1772 脇町の道標を兼ねた庚申塔造立
安永6 1777 安房・相模・伊豆で高潮、民家破損多数
天明２ 1782 小田原地震　                  　                       M≒7.0
天明３ 1783 浅間山噴火で気候異変助長　                死者1151
文化９ 1812

 12/7
武蔵・相模などで潰家や死者あり

M6.25
文化13 1816 芝崎南崖崩れで三崎街道ルート変更
安政元 1854

12/23
「安政東海地震」死者2～3千人、
居宅潰・焼失3万軒                                        M8.4

安政２ 1855
 11/11

「江戸地震」死者4千人、居宅潰・焼失3万4千軒
                                          M7.0～7.1

安政３ 1856
 9/23

「東京（江戸）湾台風」・高潮　死者10万余
     　　鎌倉七里ケ浜の漁家全滅

　　葉山堀内・脇町の山王社流され、山側へ移設
葉山下山口・万福寺火災で焼失

明治8 1875
大正6 1917 台風高潮で浜辺の多くの漁家流される
大正12 1923

 9/1
「関東地震」死者不明10万5千余､住家全潰10万9千余､
半壊10万2千余､焼失21万2千余           M7.9

大正13 1924
 1/15

「丹沢地震」死者19、居宅全潰1200余
M7.3

昭和34 1959
 9/26

「伊勢湾台風」死者4,697
長柄御霊社のケヤキの大木倒れる

昭和54 1979
10/19

「台風20号」葉山の死者１､住家一部破損1360、
　船舶被害29、通信被害291

昭和60 1985
 7/1
「台風６号」葉山の住家一部破損102

昭和61 1986 伊豆大島火山噴火　全島民島外避難
平成16 2004

10/9
「台風22号」葉山の住家一部破損34、その他105

平成21 2009
 10/8

「台風18号」葉山の住家一部破損25、船舶被害30

平成23 2011
 9/21

「台風15号」葉山の死者１､住家一部破損48

　　葉山に影響した自然災害
　（地震・台風・噴火など）Ｍ＝マグニチュード　

告書」ほか

葉
山
を
通
る「
浦
賀
道
」と
高
札

堀
内
村
の
岡お

か

濱は
ま

騒
動
と
三
ヶ
浦
村

さ
ま
ざ
ま
な
講
と
石
塔

三
浦
半
島
北
部
の
ま
と
め
役
だ
っ
た「
堀
内
村
」

　
天
明
年
間
（
１
７
８
１
～
８
８
）
の
大
飢

饉
を
き
っ
か
け
と
し
て
農
村
の
荒
廃
が
起
こ

り
、
無
宿
・
悪
党
と
呼
ば
れ
る
層
の
発
生
が

領
主
支
配
体
制
を
脅
か
す
存
在
と
な
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
に
対
し
、
徳
川

幕
府
は
「
関
東
取
締
出
役
」
と
い
う
警
察
組

織
を
設
置
し
ま
し
た
。
一
方
こ
れ
に
呼
応
す

る
か
た
ち
で
農
村
地
域
に
も
文
政
10
年
（
１

８
２
７
）、「
寄
場
（
よ
せ
ば
）
組
合
」
と
呼

ぶ
自
治
組
織
を
作
ら
せ
ま
し
た
。
三
浦
半
島

北
部
34
ヵ
村
の
「
寄
場
組
合
」
で
は
、
浦
賀

道
・
三
崎
道
の

分
岐
点
に
位

置
し
た
堀
内
村

が
「
寄
場
」
と

な
り
、
以
後
明

治
初
期
に
至
る

ま
で
、
諸
村
の

ま
と
め
役
と
し

て
種
々
の
役
割

を
担
い
ま
す
。

『
相そ

う

中ち
ゅ
う

留り
ゅ
う

恩お
ん

記き

畧り
ゃ
く』に

み
る
天
保
頃
の
葉
山
名
所 
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江
戸
時
代
、
一
般
町
民
は
名
字
（
苗
字
）

を
公
称
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
家
紋
は

「
菊
・
葵
紋
」
以
外
は
自
由
に
使
用
で
き
た

よ
う
で
す
の
で
、
次
第
に
増
え
て
い
き
ま
し

た
。
文
久
2
年
（
１
８
６
２
）
か
ら
明
治
５

年
（
１
８
７
２
）
ま
で
の
５
１
５
軒
を
対
象

に
、
古
文
書
や
、
墓
石
、
聞
き
取
り
か
ら
調

査
し
て
い
ま
す
。「
丸
に
蔦
」、「
丸
に
違
い

鷹
の
羽
」、「
丸
に

桔
梗
」
が
葉
山
全

体
で
多
く
使
わ
れ

て
い
る
３
点
の
家

紋
で
す
。
葉
山
の

家
紋
60
種
と
そ
の

分
布
を
図
と
地
図

で
表
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
か

ら
明
治
に
か
け
、

ど
の
よ
う
な
作

物
を
栽
培
し
、

ま
た
海
か
ら
何

を
得
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。
江
戸
時
代
の

当
地
の
農
水
産
物
を
記
録
し
た
史
料
は
少
な

く
、
主
に
年
貢
関
連
史
料
に
書
か
れ
た
産
物

や
、
領
主
へ
提
出
し
た
史
料
か
ら
拾
い
出
し

ま
し
た
。
葉
山
の
農
産
物
は
、
穀
類
と
、
大

豆
、
菜
種
、
大
根
、
木
綿
、
い
も
な
ど
で
す
。

ま
た
、
江
戸
時
代
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
葉

山
周
辺
は
、
絞
油
業
も
盛
ん
だ
っ
た
よ
う
で

す
。
明
治
初
期
の
長
柄
村
で
は
、
シ
ョ
ウ
ガ

が
多
量
に
生
産
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
海
産
物

で
は
、
明
治
初
期
の
三
ヶ
浦
を
控
え
た
堀
内

村
で
は
、
磯
場
、
近
く
の
沖
で
と
る
手
操
漁

の
魚
の
類
い
が
多
く
、
多
種
類
の
魚
類
・
エ

ビ
類
・
貝
類
が
と
れ
、
カ
ジ
メ
、
ワ
カ
メ
、

海
苔
な
ど
海
藻
類
の
収
穫
も
大
量
で
し
た
。

   

天
保
14
年
（
１
８
４
３
）
の
河
口
が
大
き

く
蛇
行
し
て
い
る
下
山
川
修
復
前
と
思
わ
れ

る
絵
図
、
直
線
と
な
っ
た
年
月
不
詳
の
２
枚

と
、
嘉
永
５
年
（
１
８
５
２
）
の
修
復
後
の

絵
図
で
、
移
動
し
た
高
札
や
、
郷
蔵
の
位
置
、

今
に
残
る
字
名
な
ど
情
報
満
載
の
絵
図
。

　

下
山
口
村
、

堀
内
村
の
名
主

宅
に
、
江
戸
時

代
の
河
川
の
改

修
計
画
絵
図
、

河
川
護
岸
被

害
状
況
絵
図
が

保
管
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　
御
用
邸
前
の

国
道
１
３
４
号

線
周
辺
か
ら
、
河
口
に
か
け
蛇
行
す
る
村
境

の
川
を
直
線
に
す
る
工
事
の
下
山
川
の
川
筋

改
修
計
画
絵
図
に
は
、
下
山
口
村
と
一
色
村

の
村
役
人
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
村
の
合

意
書
を
兼
ね
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
森
戸
川
の
護
岸
被
害
状
況
絵
図
は
、
天
保

12
年
（
１
８
４
１
）
９
月
に
当
地
を
支
配
し

た
川
越
藩
の
「
御
普
請
方
御
役
所
」
へ
、
堀

内
村
か
ら
提
出
し
た
絵
図
で
す
。

江
戸
時
代
後
期
の
葉
山
の
河
川
工
事

沼
田
家
絵
図
に
み
る
下
山
口
村

江
戸
時
代
と
明
治
期
の
葉
山
の
農
水
産
物

江
戸
時
代
か
ら
明
治
期
の
漁
業

　
江
戸
時
代
、
葉
山
の
漁
業
は
ど
ん
な
も
の

だ
っ
た
の
か
、
堀
内
に
伝
わ
る
年
貢
関
係
の

古
文
書
か
ら
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
初
期
に
は
「
船
役や

く
せ
ん銭

」
の
１
項

目
だ
っ
た
年
貢
が
、
幕
末
に
は
、
そ
の
ほ
か

に
も
「
濱
役
銭
」・「
鮑あ

わ
び

運う
ん
じ
ょ
う上

」・「
肴さ

か
な

仲
買
運

上
」・「
船
方
冥み

ょ
う
が
え
い

加
永
」・「
鰍か

じ
か

網
冥
加
永
」・

「
藻も

ぐ

さ草
冥
加
永
」
と
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の

間
に
そ
れ
だ
け
漁
業
が
盛
ん
に
な
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
漁
獲
物
は
地
元
で
消

費
さ
れ
る
ほ
か
、
カ
ツ
オ
や
タ
イ
な
ど
は
一

大
消
費
地
と

な
っ
た
「
江

戸
」
へ
も
出

荷
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て

お
り
、
輸
送

体
制
の
確
立

が
理
由
の
ひ

と
つ
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

村
々
の
生な

り
わ
い業

と
農の

う

間か
ん

商あ
き
な

い
渡と

世せ
い

葉
山
の
家
紋

※（）略省を」に丸「部一（ ２）

1.丸につた 2.ちがい 
たかのは 3.ききょう 4.よこ 

もっこう 5.みつがしわ 6.たちばな

7.だき 
みょうが

8.たち 
おもだか 9.かたばみ 10.みつひき 11.ささ 

りんどう
12.丸にのぼ
りふじ

13.けん 
かたばみ

14.丸にさが
りふじ

15.みぎさん
がいまつ 16うめばち. 17.のぼり 

ふじ
18.丸にごさ
んのきり

19.丸にひだり
さんがいまつ 20.はなびし 21.ひだりさ

んがいまつ 22.ちがいや 23.つる 
かしわ

24.さがり 
ふじ

25.丸にごかに
とうか

26.わたなべ
ぼし 27.いげた 28.ごさんの

きり
29.みつわり
ききょう

30.なかわに
くちばしあわせ
みつかりがね

31.ならびや 32.丸にあげ
はちょう

33.みつふじ
どもえ

34.はなみょ
うが 35.つた 36.やつちょ

うじ

37.ひとつ 
ともえ

38.ひのまる
おうぎ

39.ふたつ 
びき 40.きくすい 41.くよう 42.かりがね

43.げんじ 
ぐるま

44.くま 
いざさ

45.けん 
とうか 46.みつぼし 47.おうぎ 48.さんがい

びし

49.ななほんぼ
ねおうぎにく

よう
50.むすびい
ねとは

51.いおりも
っこう

52.いげたに
もっこう 53.ねざさ 54.かがうめ

ばち

55.たけだびし
56.みつもり
きっこうには
なびし

57.みつ 
ちょう

58.びぜん 
ちょう

59.みぎさん
かいまつ

60.あげは 
ちょう

　
明
治
初
期
の
石
高
か
ら
見
る
６
ヵ
村
は
、

全
国
的
に
は
中
規
模
の
村
々
で
し
た
。
こ
こ

で
は
各
村
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
見
て
み

ま
し
た
。
も
と
も
と
半
農
半
漁
の
一
色
村
に

は
、
明
治
27
年
に
御
用
邸
が
造
営
さ
れ
、
行

政
機
関
が
集
中
し
、
一
躍
葉
山
の
中
心
と
な

り
ま
し
た
。
漁
業
と
商
業
で
賑に

ぎ

わ
っ
た
堀
内

村
は
、
他
の
村
々
と
く
ら
べ
商
い
を
す
る
人

が
多
く
、
一
方
、
漁
業
に
従
事
す
る
家
が
64

㌫
で
専
業
漁
師
が
ほ
と
ん
ど
で
し
た
。
戸
数

の
割
に
は
寺
が
多
く
林
業
も
盛
ん
な
長
柄
村

は
、
豊
か
な
村
で
し
た
。
江
戸
時
代
を
通
じ

て
名
主
を
務
め
た
木
古
庭
伊
東
家
は
葉
山
村

初
代
村
長
、
初
代
町
長
に
就
任
し
明
治
の
葉

山
地
区
に
大
き
な
功
績
を
残
し
ま
し
た
。
上

山
口
村
は
６
ヵ
村
中
、
面
積
も
石
高
も
最
大

で
、
絞
油
業
も
豊
か
さ
を
支
え
ま
し
た
。
三

崎
道
沿
い
の
商
店
で
賑
わ
う
下
山
口
村
は
、

半
農
半
漁
の
村
で
、
堀
内
村
に
つ
い
で
商
業

活
動
が
活
発
で
し
た
。

15　
江
戸
時
代

16　
江
戸
時
代
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日
本
で
コ
レ
ラ
の
は
じ
め
て
の
発
生
は
、

文
政
５
年
（
１
８
２
２
）
長
崎
で
の
こ
と
で

し
た
。
明
治
12
年
の
被
害
は
甚
大
で
、
死
者

数
は
10
万
５
８
０
０
人
余
り
、
死
亡
率
は
60

～
70
㌫
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
葉
山
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
明
治
10
年
頃

に
流
行
し
た
ら
し
く
、
下
山
口
に
残
る
古
文

書
は
死
者
を
荼だ

び毘
に
付
し
た
火
葬
場
か
ら
出

た
灰は

い
ぼ
こ
り埃

が
農
作
物
の
粟あ

わ

に
降
り
か
か
っ
た
不

安
を
伝
え
て
い
ま
す
。
や
が
て
伝
染
病
で
死

亡
し
た
人
々
の
火
葬
場
が
、
別
に
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
人
家
か
ら
離
れ
て

い
る
こ
と
を
最
優
先
し
て
い
ま
す
。
明
治
30

年
、
葉
山
村
長
柄

に
、
伝
染
病
隔
離

病
棟
を
３
棟
建
設
、

環
境
を
整
備
し
、

公
衆
衛
生
思
想
を

普
及
し
て
い
き
ま

し
た
。

葉
山
の
屋
号

幕
末
三
浦
半
島
の
海
防
体
制
と
葉
山

明
治
維
新
と
あ
ら
た
な
葉
山（
新
地
方
行
政
）

コ
レ
ラ
の
大
流
行
と
葉
山

明
治
15
年
の
６
ヵ
村
地
図
と
堀
内
村
切き

り

図ず

明
治
期
の
葉
山
の
住
宅

　
屋
号
は
「
い
え
な
」、「
か
ど
な
」、「
こ
な
」、

「
あ
ざ
な
」
な
ど
と
い
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

屋
敷
に
つ
け
ら
れ
た
呼
び
名
で
す
。
同
じ
苗

字
（
名
字
）
の
多
い
村
で
は
、
日
常
の
生
活

に
お
い
て
お
互
い
の
住
居
を
呼
び
分
け
る
の

に
必
要
と
さ
れ
ま
し
た
。
祖
先
が
伝
え
残
し

た
も
の
と
し
て
味
わ
い
深
く
、
村
の
成
り
立

ち
過
程
や
古
い
生
活
様
式
を
推
し
は
か
る
資

料
で
す
。
屋
号
に
は
、
地
域
に
よ
っ
て
特
色

が
み
ら
れ
、
分
類
の
仕
方
も
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
す
が
、
葉
山
６
地
区
の
文
久
２
年
（
１
８

６
２
）
か
ら
明
治
９
年
（
１
８
７
６
）
頃
ま

で
の
屋
号
に
つ
い
て
、
主
な
も
の
を
、
謂い

わ

れ
（
由
来
）
を
含
め
て
町
内
別
に
記
し
ま
し

た
。
こ
こ
で
は
、
先
祖
名
に
よ
る
屋
号
、
職

業
か
ら
の
屋
号
、
家
系
か
ら
の
屋
号
、
地
勢

（
地
形
）、
小
名
か
ら
の
屋
号
に
分
類
し
て
あ

り
ま
す
。
家
紋
と
と
も
に
、
だ
ん
だ
ん
消
え

て
い
く
屋
号
で
す
が
、
江
戸
時
代
か
ら
続
い
て

き
た
生
活
や
職
業
、
地
勢
な
ど
を
振
り
返
る

の
に
、
大
変
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　
お
よ
そ
２
０
０
年
続
く
鎖
国
政
策
を
開
国

へ
と
大
き
く
時
代
を
転
換
さ
せ
た
の
は
、
嘉

永
６
年
（
１
８
５
３
）
６
月
、
ア
メ
リ
カ
の

ペ
リ
ー
の
率
い
る
４
隻せ

き

の
黒
船
の
浦
賀
来
航

で
し
た
。
幕
府
は
文
政
８
年(

１
８
２
５)

に

「
異
国
船
打
ち
払
い
令
」
を
布
告
し
、
外
国
船

の
接
近
に
備
え
、
台
場
を
建
設
し
、
陣
屋
や

連
絡
組
織
を
整
備
し
三
浦
半
島
の
警
備
体
制

を
強
化
し
ま
す
。
そ
の
た
め
大
政
奉
還
ま
で

の
20
年
間
に
、
５
度
の
警
備
支
配
交
代
が
あ

り
ま
し
た
。
幕
末
に
警
備
を
担
当
し
た
各
藩

の
体
制
や
、
葉
山
の
動
向
を
詳
し
く
調
査
し

ま
し
た
。

　
慶
応
４
年
（
１
８
６
８
）
４
月
、
江
戸
城

は
無
血
開
城
、
７
月
に
は
江
戸
は
東
京
へ
と

呼
び
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
９
月
に
は
明
治

と
改
元
、
明
治
新
政
府
が
誕
生
し
ま
し
た
。

新
政
府
は
あ
ら
た
な
政
治
を
す
す
め
て
い
く

た
め
の
改
革
を
矢
継
ぎ
早
に
行
い
ま
す
。
江

戸
か
ら
明
治
へ
と
い
う
社
会
変
革
を
葉
山
の

住
人
た
ち
は
ど
う
受
け
止
め
よ
う
と
し
て
い

た
の
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で
は
、
木
古
庭
村
名

主
伊
東
家
の
動
き
か
ら
か
い
ま
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
江
戸
時
代
の
制
度
が
残
る
地
方
の
姿

を
政
府
は
改
め
、
一
刻
も
早
く
近
代
化
を
進

め
た
い
と
考
え
て
い
た
こ
と
、
そ
れ
に
応
え

る
地
域
の
有
識
者
た
ち
の
姿
が
こ
こ
に
は
あ

り
ま
し
た
。

　
明
治
初
期
の
住
宅
は
ど
ん
な
も
の
だ
っ
た

で
し
ょ
う
。
上
山
口
の
油
絞
り
を
生
業
と
し

て
い
た
瓦
葺
き
二
階
建
て
の
石
川
家
、『
日

本
博
覧
図
』
と
い
う
銅
板
画
集
に
掲
載
さ
れ

た
木
古
庭
の
伊
東
村
長
宅
、
当
主
が
新
築
、

改
築
の
た
び
描
い
た
堀
内
の
矢
部
家
を
掲
載

し
ま
し
た
。

　
明
治
新
政
府
の
陸
軍
参
謀
局
に
よ
る
「
2

万
分
の
1
フ
ラ
ン
ス
式
彩
色
地
図
」
は
の
ち
の

地
形
図
の
も
と
と
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
は
６
枚

を
統
合
し
て
い
ま
す
。

17　
明
治
時
代
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葉
山
一
色
の
御
用
邸
は
明
治
26
年
竣
工
、

翌
27
年
に
は
完
成
し
ま
し
た
。
す
で
に
完
成

し
て
い
た
有
栖
川
宮
別
邸
を
利
用
し
、
病
気

療
養
し
て
い
た
孝
明
天
皇
皇
后
（
英
照
皇
太

后
）
や
大
正
天
皇
（
皇
太
子
）
へ
の
保
養
先

が
必
要
と
さ
れ
、
建
設
さ
れ
た
の
が
葉
山
御

用
邸
で
す
。
皇
室
の
保
養
地
と
し
て
葉
山
が

選
ば
れ
た
理
由
の
一
つ
に
は
、
レ
ナ
ー
ト
・

デ
・
マ
ル
チ
ー
ノ
元
イ
タ
リ
ア
駐
日
大
使
や

エ
ル
ウ
イ
ン
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
ツ
元
東
京
帝

国
大
学
医
学
部
教
授
な
ど
に
よ
る
別
荘
地
葉

山
の
紹
介
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
な
か
で
も
ベ

ル
ツ
は
、
皇
室
侍
医
と
し
て
の
実
績
か
ら
皇

室
の
保
養
先
と
し
て
葉
山
を
推
薦
し
、
葉
山

御
用
邸
の
建
設
に
一
役
買
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
御
用
邸
の
造
営
は
、
明
治
天
皇
の
造

営
費
「
勅
裁
」
を

得
て
落
成
し
、
以

来
「
葉
山
御
用

邸
」
と
公
称
さ
れ

ま
し
た
。

　
葉
山
各
地
の
寺
子
屋

か
ら
堀
内
郷
学
校
を
経

て
、
明
治
６
年
、
堀
内

学
校
と
山
口
学
校
が
開

校
し
ま
し
た
。
明
治
24

年
に
は
、
第
一
か
ら
第

四
ま
で
の
尋
常
葉
山
小

学
校
が
開
校
、
大
正
14

年
の
町
制
施
行
を
受
け
て
、
15
年
に
は
葉
山

尋
常
高
等
小
学
校
一
校
に
統
合
さ
れ
ま
す

（
上
山
口
は
分
教
場
）。
昭
和
16
年
に
は
国
民

学
校
と
改
称
、
昭
和
22
年
、
よ
う
や
く
町
立

葉
山
小
学
校
と
名
を
改
め
ま
す
。
同
時
に
新

制
葉
山
中
学
校
も
設
立
し
ま
し
た
。
そ
の
後

人
口
の
拡
大
に
と
も
な
い
、
長
柄
小
学
校
、

南
郷
中
学
校
、
一
色
小
学
校
が
次
々
に
開
校
、

現
在
葉
山
に
は
、
２
つ
の
中
学
校
と
４
つ
の

小
学
校
が
あ
り
ま
す
。
戦
後
の
私
立
小
学
校

に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
ま
す
。
学
校
統
廃
合

の
歴
史
を
、
表
に
し
ま
し
た
。

　

木
古
庭
村
。
上
山
口
村
、
長
柄
村
の
人

口
・
戸
数
は
、
江
戸
中
期
以
降
ほ
と
ん
ど
変

わ
り
ま
せ
ん
。
海
岸
を
有
す
る
堀
内
村
、
一

色
村
、
下
山
口
村
は
農
村
と
漁
村
を
兼
ね
て

お
り
、
３
ヵ
村
は
街
道
筋
に
あ
る
裕
福
な
村

と
し
て
、
江
戸
末
期
に
は
戸
数
も
人
口
も
増

加
し
て
い
ま
す
。
明
治
元
年
（
１
８
６
８
）、

葉
山
の
総
人
口
は
５
０
０
０
人
を
割
っ
て
い

て
、
し
か
も
堀
内
村
と
一
色
村
の
２
地
区
だ

け
で
55
㌫
を
占
め
て
い
ま
し
た
。
昭
和
50
年

に
は
、
複
数
の
大
規
模
団
地
の
完
成
等
に
よ

り
、
戸
数
７
０
０
０
戸
・
総
人
口
２
万
人
を

超
え
、
平
成

に
入
る
と
、

ほ
ど
な
く
戸

数
１
万
戸
に
。

現
在
の
総
人

口
は
３
万
３

０
０
０
人
を

超
え
て
い
ま

す
。

　
「
葉
山
の
交
通
」
は

ど
の
よ
う
な
変
遷
を
遂

げ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

「
江
戸
時
代
の
陸
路
交

通
」
⇨
浦
賀
、
三
崎
の

両
奉
行
所
へ
至
る
官

道
の
分
岐
点
で
あ
っ
た

堀
内
村
は
、
三
浦
半
島
の
「
要
所
」
と
し
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
し
た
。「
海
路

交
通
」
⇨
「
海
運
」
と
し
て
は
、
浦
賀
の

「
廻
船
問
屋
」
と
堀
内
の
海
岸
を
結
ぶ
航
路

が
確
立
さ
れ
、
多
く
の
生
活
物
資
が
海
路
を

経
て
葉
山
へ
も
た
ら
さ
れ
ま
し
た
。「
明
治
・

大
正
時
代
」
⇨
軍
港
と
し
て
栄
え
た
横
須
賀

へ
は
鉄
道
「
横
須
賀
線
」
が
開
通
し
、
や
が

て
馬
車
や
バ
ス
等
の
自
動
車
が
庶
民
の
足
と

し
て
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
実
現

に
は
い
た
ら
な
か
っ
た
も
の
の
、
葉
山
に
は

京
浜
急
行
電
鉄
の
路
線
が
計
画
さ
れ
た
こ
と

も
あ
っ
た
の
で
す

江
戸
時
代
以
降
の
人
口
の
う
つ
り
か
わ
り

寺
子
屋
か
ら
続
く
葉
山
の
学
校

明
治
に
な
る
と
別
荘
時
代
が
到
来（
別
荘
１
）

起
業
家
鈴
木
三
郎
助

葉
山
御
用
邸
の
造
営

葉
山
の
交
通
発
展
の
歴
史

　
明
治
21
年
（
１
８
８
8
）
の
秋
、
堀
内
の

初
代
鈴
木
三
郎
助
忠
七
の
妻
ナ
カ
は
、
嫁
テ

ル
と
と
も
に
「
ヨ
ー
ド
」
造
り
に
成
功
し
ま

す
。「
ヨ
ー
ド
チ
ン
キ
」「
ヨ
ー
ド
ホ
ル
ム
」

な
ど
で
知
ら
れ
る
消
毒
薬
の
原
料
と
な
る
も

の
で
し
た
。
そ
の
技
術
は
後
に
世
界
に
知
ら

れ
る
「
味
の
素
」
の
下
地
に
な
っ
た
の
で
す
。 

「
ヨ
ー
ド
」
作
製
の
基
本
は
大
量
の
海
藻
を
焼

き
「
灰
ケ
ル
プ
」
を
取
り
、
さ
ら
に
硝
酸
と

硝
石
を
混
ぜ
て
高
温
処
理
を
し
ま
す
。
捨
て

て
い
た
「
灰
ケ
ル
プ
」
で
す
が
、
後
に
そ
の

成
分
か
ら
「
塩
化
カ
リ
」
を
取
り
出
す
技
術

に
も
「
鈴
木
製
薬
所
」
は
成
功
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
大
量
の
「
硝
酸
カ
リ
」（
硝
石
）

が
製
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

は
火
薬
の
原
料
で
し
た
。
葉
山
堀
内
に
あ
っ

た
「
日
本
沃
硝
製
造
所
」
は
日
本
で
た
だ
一

つ
「
ヨ
ー
ド
」
と
「
硝
酸
カ
リ
」
を
造
り
出

す
製
薬
所
と
し
て
、
明
治
38
年
（
１
９
０
５
）

の
万
国
博
覧
会
で
金
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

　
葉
山
に
は
、
明
治
20
年
前
後
に
皇
室
侍
医

の
ベ
ル
ツ
博
士
や
マ
ル
チ
ー
ノ
駐
日
イ
タ
リ

ア
公
使
が
来
遊
し
滞
在
、
保
養
地
と
し
て
最

適
で
あ
る
と
推
奨
し
た
た
め
別
荘
が
建
ち
は

じ
め
、
明
治
21
年
（
１
８
８
８
）
池
田
徳の

り
ま
す潤

男
爵
が
堀
内
に
最
初
の
別
荘
を
建
築
し
ま
し

た
。
明
治
22
年
横
須
賀
線
逗
子
駅
が
開
設

さ
れ
、
明
治
27
年
（
１
８
９
４
）
御
用
邸
が

造
営
さ
れ
る
と
、
治
安
も
保
た
れ
た
高
級
別

荘
地
と
し
て
、
宮
家
、
華
族
を
は
じ
め
政
官

界
の
要
人
、
陸
海
軍
の
将
官
、
学
者
、
実
業

家
、
芸
術
家
ら
が
続
々
と
別
荘
を
建
て
て
い

き
ま
し
た
。
大
正
２
年
ま
で
に
別
荘
を
建
て

た
主
な
人
物
を
表
で
示
し
ま
し
た
。

18　
明
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当
時
の
日
本
は
欧
米
列
強
が
東
ア
ジ
ア
に

お
い
て
展
開
し
て
い
た
植
民
地
主
義
に
よ
る

侵
略
か
ら
国
を
守
る
た
め
に
、

欧
米
の
近
代
的
な
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
な
が
ら
国
力
の
増

強
を
図
る
一
方
で
、
自
ら
も

「
富
国
強
兵
」
策
に
よ
る
対
外

膨
張
の
道
を
目
指
し
て
い
ま

し
た
。
そ
ん
な
折
、
時
の
首

相
桂
太
郎
の
別
荘（
長
雲
閣
）

に
元
老
山
形
有
朋
・
西
郷
従

道
・
松
方
正
義
・
井
上
馨か
お
る・

大
山
巌
と
桂
首
相
、
小
村
寿

太
郎
外
相
、
山
本
権
兵
衛
海

相
の
８
人
が
集
ま
り
「
日
英

同
盟
協
約
」
を
結
ぶ
重
要
方

針
を
決
定
し
た
会
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
明
治
34
年
（
１

９
０
１
）
12
月
８
日
の
一
色

の
「
葉
山
会
議
」
で
す
。

　
じ
つ
は
太
平
洋
戦
争
の
敗
戦
ま
で
、
三
浦

半
島
と
対
岸
の
房
総
半
島
西
部
一
帯
を
写
し

た
写
真
や
絵
画
、
地
図
な
ど
の
印
刷
物
は
、

す
べ
て
軍
の
許
可
が
な
い
と
発
行
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
明
治
32
年
（
１
８
９
９
）
７
月

14
日
、
同
時
に
２
つ
の
法
律
が
公
布
さ
れ
ま

し
た
。
ひ
と
つ
は
「
軍ぐ

ん

機き

保ほ

護ご

法ほ
う

」、
大
規
模

な
軍
事
施
設
の
近
く
の
住
民
た
ち
を
強
く
縛

っ
た
の
が
、
も
う
一
つ
の
法
律
、「
要よ

う

塞さ
い

地ち

帯た
い

法ほ
う

」
で
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
、
海
軍
工こ

う

厰し
ょ
うや

鎮
守
府
な
ど
重
要
な
軍
事
施
設
が
集
中

し
て
い
る
三
浦
半
島
は
、
い
た
る
所
で
憲
兵

が
目
を
光
ら
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
当
時

の
葉
山
村
は
、

日
常
の
様
々

な
部
分
に
、

要
塞
司
令
官

の
許
可
を
要

す
る
要
塞
地

帯
の
一
部
で

し
た
。

　
慶
應
義
塾
の
水
泳
部
は
明
治
35
年
（
１
９

０
２
）
に
葉
山
村
堀
内
の
相
福
寺
で
合
宿
を

始
め
ま
し
た
。
プ
ー
ル
の
な
い
時
代
、
森
戸

の
海
が
水
泳
部
の
訓
練
の
場
で
し
た
。
水
泳

部
が
伴
走
用
の
備
品
と
し
て
作
ら
せ
た
勝
郎

型
ヨ
ッ
ト
（
ラ
ー
ク
型
い
わ
ゆ
る
下
駄
ヨ
ッ

ト
）
を
、
森
戸
沖
で
帆
走
さ
せ
た
の
が
明
治

45
年
（
１
９
１
２
）
で
、
こ
れ
が
日
本
の
近

代
ヨ
ッ
ト
の
草
分
け
と
な
っ
た
と
い
わ
れ
て

お
り
、
葉
山
港
入
り
口
の
「
日
本
ヨ
ッ
ト
発

祥
の
地
」
と
い
う
セ
ー
ル
型
石
碑
の
所ゆ

え

ん以
と

な
っ
て
い
ま
す
一
方
、
知
多
半
島
で
は
、
の

ち
造
船
の
第
一
人
者
に
な
る
小
野
暢
三
が
明

治
34
年
（
１
９
０
１
）
に
帆
走
し
た
こ
と
が

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
慶
應
ヨ
ッ
ト
部
が
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
す
レ
ー
ス
志
向
型
の
元

祖
と
し
た
ら
、

彼
は
風
を
楽
し

む
ブ
ル
ー
ウ
ォ

ー
タ
ー
派
の
魁

さ
き
が
け

で
し
た
。

　
明
治
35
年
頃
、
陸
軍
大
将

桂
太
郎
は
、
一
色
上
原
か
ら

平
松
に
通
じ
る
桂
道
を
開
き

ま
す
。
昭
和
６
年
（
１
９
３

１
）、
天
皇
即
位
御
大
典
記

念
事
業
と
し
て
逗
子
駅
か
ら

御
用
邸
ま
で
の
行
幸
道
路
が

完
成
し
ま
し
た
。
昭
和
35
年

(

１
９
６
０)

頃
、
国
道
１
３
４
号
の
大お

お

道み
ち

交

差
点
か
ら
横
須
賀
方
面
へ
向
か
う
県
道
野
比

葉
山
線
が
完
成
、
上
山
口
、
木
古
庭
方
面
か

ら
の
通
行
が
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
42
年

（
１
９
６
７
）、
長
柄
か
ら
逗
子
海
岸
に
抜
け

る
長
柄
隧
道
開
通
。
昭
和
45
年
（
１
９
７

０
）
か
ら
横
浜
横
須
賀
道
路
と
有
料
の
逗
葉

新
道
が
整
備
さ
れ
、
昭
和
57
年
に
は
逗
子
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
が
供
用
開
始
。
平
成
３
年

（
１
９
９
１
）、
葉
山
隧
道
の
拡
幅
工
事
完
成
、

三
浦
半
島
中
央
道
路
は
、
平
成
16
年
（
２
０

０
４
）
に
開
通
、
平
成
22
年
（
２
０
１
０
）

９
月
、
新
桜
山
隧
道
が
完
成
し
ま
し
た
。

横
須
賀
海
軍
工こ

う

厰し
ょ
うに

通
っ
た
葉
山
の
人
々

要よ
う

塞さ
い

地ち

帯た
い

法ほ
う

と
葉
山
の
く
ら
し

日
英
同
盟
に
向
け
た
一
色
で
の「
葉
山
会
議
」

御
用
邸
造
営
頃
か
ら
の
道
路
網
整
備

葉
山
港「
日
本
ヨ
ッ
ト
発
祥
の
地
」の
石
碑

新
た
に
発
見
さ
れ
た
古こ

文も
ん

書じ
ょ

も
ん

　
葉
山
で
は
今
ま
で
に
約
４
５
０
０
点
の
古

文
書
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
古
文
書
は
歴

史
上
史
実
の
証
明
力
が
大
き
い
た
め
、
第
一

次
資
料
と
し
て
重
視
さ
れ
る
も
の
で
す
。
江

戸
時
代
後
期
、
川
越
藩
な
ど
の
領
地
で
あ
っ

た
た
め
、
こ
れ
ら
の
代
官
か
ら
の
年
貢
割
付

状
や
代
官
役
所
へ
の
願
い
文
等
、
多
く
の

「
地じ

か

た方
文
書
」
が
残
っ
て
い
ま
す
。
一
方
民

間
に
は
、
田
畑
を
質
に
し
た
借
金
証
文
、
農

漁
民
の
争
い
文
書
な
ど
が
あ
り
ま
す
。「
横

帳
（
大
福
帳
）」・「
綴
（
新
紙
幣
発
行
通

達
）」・「
状
（
年
貢
割
付
状
）」
な
ど
を
紹
介

し
て
い
ま
す
。

　
江
戸
幕
府
が
構
想
し
設
立
し
た
横
須
賀
製

鉄
所
と
は
、
艦
船
の
製
造
、
修
復
、
そ
の
た

め
に
必
要
な
材
料
機
械
工
具
の
製
造
を
行
う

大
規
模
な
工
場
で
す
。
元
治
２
年
（
１
８
６

５
・
４
月
慶
応
と
改
元
）
１
月
に
フ
ラ
ン
ス

公
使
ロ
ッ
シ
ュ
の
推
薦
で
海
軍
造
船
技
師
ヴ

ェ
ル
ニ
ー
が
来
日
し
ま
し
た
。
慶
応
３
年（
１

８
６
７
）
10
月
、
15
代
将
軍
徳
川
慶
喜
は
大

政
を
奉
還
し
、
江
戸
幕
府
は
倒
れ
、
新
政
府

が
樹
立
さ
れ
ま
す
。
明
治
新
政
府
は
製
鉄
所

の
事
業
を
受
け
継
ぎ
、
工
事
半
ば
の
ド
ッ
ク

は
明
治
４
年（
１
８
７
１
）２
月
に
完
成
、
同

年
４
月
、
横
須
賀
造
船
所
と
改
称
し
、
翌
年

10
月
、
同
じ
く
改
称
し
た
横
浜
製
作
所
と
共

に
海
軍
省
の
管
轄
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
36

年
11
月
に
は
、
組
織
、
技
術
の
拡
充
発
展
を

経
て
、
横
須
賀
造
船
所
は
横
須
賀
海
軍
工
厰

と
し
て
発
足
し
ま
す
。
日
本
最
大
の
規
模
を

持
っ
た
海
軍
工
廠
へ
は
、
葉
山
か
ら
も
多
く

の
人
々
が
就
職
し
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

21　
明
治
時
代

22　
明
治
時
代
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「
葉
山
し
お
さ
い
公
園
」
は
元
「
葉
山
御
用

邸
附
属
邸
」
の
跡
地
で
、「
大
正
天
皇
崩
御
・

昭
和
天
皇
皇
位
継
承
の
地
」
の
町
指
定
史
跡

で
す
。
大
正
天
皇
の
最
後
の
行ぎ

ょ
う
こ
う幸

先
が
附
属

邸
と
な
っ
た
の
は
、
本
邸
が
関
東
大
震
災
の

被
害
の
修
復
の
た
め
再
建
中
だ
か
ら
で
し
た
。

附
属
邸
の
践せ

ん
そ祚

の
儀
式
が
行
わ
れ
た
「
践
祚

の
間
」
は
、
御
用
邸
本
邸
に
移
築
さ
れ
、
現

在
も
そ
の
ま
ま
の
形
で
残
っ
て
い
ま
す
。
御

用
邸
関
連
施
設
と
し
て
は
こ
の
附
属
邸
の
ほ

か
、
本
邸
を
挟
ん
で
下
山
川
の
南
側
に
「
葉

山
南
御
用
邸
」
も
あ
り
ま
し
た
。
明
治
末
に

は
、
現
県
立
葉
山
公

園
の
と
こ
ろ
に
、
馬

場
が
造
営
さ
れ
、
大

正
５
年（
１
９
１
６
）

に
は
、
近
く
の
下
山

口
に
馬
の
飼
育
と
調

教
を
目
的
と
し
た
主し

ゅ

馬め
り
ょ
う寮

が
で
き
ま
し
た
。

　
大
正
関
東
地
震
直
前
の
「
葉
山
村
堀
内
別

荘
貸
家
貸
間
商
店
位
置
案
内
略
図
」
で
、
葉

山
村
青
年
団
堀
内
支
会
が
「
葉
山
村
堀
内
海

水
浴
場
事
務
所
」
を
8
月
に
開
設
し
た
記
念

に
制
作
さ
れ
た
も
の
で
す
。
商
店
や
、
多
く

の
別
荘
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
賑
わ
う
海

水
浴
客
へ
の
対

応
に
張
り
切
る

青
年
団
の
様
子

が
目
に
見
え
る

よ
う
で
す
。
現

物
は
大
き
な
青

図
で
す
が
、
反

転
し
て
見
や
す

く
し
ま
し
た
。

当
時
は
現
在
の

森
戸
海
水
浴
場

を
「
堀
内
海
水

浴
場
」
と
呼
ん

で
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

　
大
正
５
年
（
１
９
１
６
）
11
月
、
日
蔭
茶

屋
は
、
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
大
杉
栄
と
伊
藤
野
枝

と
の
仲
を
嫉
妬
し
た
神
近
市
子
が
大
杉
を
刺

し
た
傷
害
事
件
の
舞
台
と
な
っ
た
こ
と
で
有

名
に
な
り
ま
し
た
。
31
歳
の
大
杉
栄
は
、
婦

人
解
放
雑
誌
『
青
鞜
』
の
編
集
者
で
新
し
い

愛
人
の
野
枝
と
一
緒
に
日
蔭
茶
屋
に
や
っ
て

き
ま
す
。
翌
日
、
市
子
が
現
れ
鉢
合
わ
せ
、

運
命
の
３
人
で
宿
泊
と
な
り
、
翌
朝
、
野
枝

は
帰
京
し
ま
し
た
。
市
子
は
そ
の
夜
、、
夜

中
に
起
き
出
し
て
大
杉
の
喉
を
刺
し
ま
し
た
。

７
年
後
の
関
東
大
地
震
直
後
、
大
杉
と
５
人

目
の
子
を
出
産
し
た

ば
か
り
の
野
枝
と
、

彼
ら
の
甥
で
６
歳
の

橘
宗
一
は
、
地
震
の

混
乱
に
乗
じ
て
東
京

の
憲
兵
隊
司
令
部

で
暴
行
の
上
虐
殺
さ

れ
、
甘
粕
事
件
と
呼

ば
れ
ま
し
た
。

写
真
に
見
る
御
用
邸
の
歴
史　
そ
の
２

葉
山
御
用
邸
水
源
地
施
設
の
完
成

　
か
つ
て
こ
こ
か
ら
湧
き
出
す
清
水
は
近
所

の
人
々
の
生
活
用
水
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
大
正
２
年
（
１
９
１
３
）
に
宮
内
省

に
買
い
上
げ
ら
れ
、
翌
年
か
ら
御
用
邸
の
水

源
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
名
残
と

し
て
道
路
脇
に
は
い
つ
も
清
水
が
放
出
さ
れ
、

そ
の
背
後
の
金
網
の
奥
に
大
き
な
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
の
貯
水
槽
が
残
さ
れ
て
い
る
の
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
の
水
槽
の
あ
る
場
所
か
ら
御

用
邸
ま
で
の
鉄
管
の
総
延
長
は
約
３
キ
ロ
ほ

ど
で
す
が
、
白
石
橋
・
し
ゅ
め
り
ょ
う
橋
近

く
な
ど
、
下
山

川
を
縫
う
よ
う

に
わ
た
り
、
御

用
邸
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
る
姿

を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
蔭
茶
屋
事
件
─
─
文
学
に
み
る
歴
史

葉
山
御
用
邸
附
属
邸
と
南
邸

大
正
関
東
地
震
直
前
の
堀
内
海
岸
地
区
の
詳
細
地
図

大
正
関
東
地
震（
関
東
大
震
災
）時
の
葉
山

　
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
の
御
用
邸
を
含

む
一
色
の
写
真
、
大
正
15
年
、
関
東
地
震
で

倒
壊
し
た
御
用
邸
本
邸
の
再
建
時
の
写
真
、

昭
和
4
年
、
御
用
邸
警
備
兵
士
が
残
し
た
ア

ル
バ
ム
の
写
真
、
昭
和
5
年
の
歩
哨
の
位
置

な
ど
を
記
し
た
警
備
図
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
大
正
12
年
（
１
９
２
３
）
９
月
１
日
、
11

時
58
分
32
秒
。
神
奈
川
県
西
部
か
ら
相
模

湾
を
経
て
、
房
総
半
島
の
先
端
に
達
す
る
震

源
域
で
巨
大
な
地
震
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ

れ
が
大
正
関
東
地
震
で
す
。
こ
の
地
震
に
よ

り
、
葉
山
町
に
は
ど
の
よ
う
な
被
害
が
発
生

し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
震
災
直
後
に
作
成
さ

れ
た
「
震
災
地
応
急
測
図
原
図
」
か
ら
葉
山

町
の
被
害
を
ひ
も
と
い
て
み
ま
し
た
。
葉
山

に
残
る
記
録
と
、
強
烈
な
体
験
を
し
た
各
地

区
の
方
々
の
聞
き
書
き
か
ら
、
当
時
の
様
子

を
再
現
し
て
い
ま
す
。

23　
明
治
・
大
正
時
代

24　
大
正
時
代

25　
昭
和
時
代
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昭
和
16
年

（
１
９
４
１
）、

日
本
は
ア
メ
リ

カ
、
イ
ギ
リ
ス

に
宣
戦
布
告
し
、

最
後
の
、
そ
し
て
最
大
の
戦
争
に
突
入
し
ま

し
た
。
葉
山
町
に
は
、
下
山
口
の
峰
山
に
葉

山
高
角
砲
台
、
長
柄
の
二
子
山
高
角
砲
台
と
、

木
古
庭
畠
山
に
高
角
砲
台
が
作
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
工
事
と
補
給
物
資
搬
入
の
た
め
、

軍
用
道
路
が
整
備
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
長
柄

の
御
霊
神
社
の
近
く
に
は
精
密
部
品
の
製
造

工
場
「
青
木
工こ

う

場ば

」
が
出
来
、
横
須
賀
市
稲

岡
町
に
あ
っ
た
横
須
賀
海
軍
省
施
設
部
が
、

現
在
の
長
柄
小
学
校
の
麓ふ

も
と

（
丹た

ん

蔵ぞ
う

谷や
と

や
十
二

天
周
辺
）
に
移
転
し
て
き
ま
す
。
戦
争
末
期

に
は
直
接
軍
事
費
が
国
の
歳
出
の
８
割
近
く

に
達
し
ま
し
た
。
そ
こ
ま
で
の
お
金
を
注
ぎ

込
ん
で
も
、
勝
算
の
な
い
戦
争
で
あ
っ
た
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
葉
山
し
お
さ
い
博
物
館
に
展
示
さ
れ
て
い

る
昭
和
天
皇
御
採
集
に
よ
る
御ご

か

し
下
賜
標
本
は
、

昭
和
天
皇
の
ご
研
究
を
知
る
上
で
欠
か
す
こ

と
の
で
き
な
い
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
戦

前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ

て
い
な
い
相
模
湾
の
生
物
標
本
と
し
て
も
貴

重
な
資
料
で
す
。
昭
和
天
皇
ご
自
身
は
ヒ
ド

ロ
虫
類
の
分
類
学
的
な
研
究
を
な
さ
れ
、
相

模
湾
か
ら
採
集
さ
れ
た
ヒ
ド
ロ
虫
類
の
資
料

を
も
と
に
９
編
の
論
文
を
著
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
天
皇
の
ご
採
集
標
本
を
も
と
に

ウ
ミ
ウ
シ
類
を
は
じ
め
と
し
た
研
究
が
行
わ

れ
︐
相
模
湾
が
世
界
的
に
も
珍
し
い
多
種
多

様
な
生
物
が
多

く
棲
息
し
て
い

る
海
域
と
し
て

広
く
学
会
に
知

ら
れ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し

た
。

　
明
治
22
年
（
１
８
８
９
）、
市
町
村
制
施
行

に
よ
り
、
三
浦
郡
葉
山
村
（
6
ヵ
村
の
合
併
）

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
36
年
後
の
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
１
月
１
日
、
町
制
の
施
行
に
よ

り
、
三
浦
郡
葉
山
町
と
な
り
ま
し
た
。
葉
山

村
か
ら
葉
山
町
へ
の
移
行
は
大
地
震
の
後
、

間
も
な
く
な
さ
れ
た
も
の
で
、
い
わ
ば
財
政

的
に
も
厳
し
い
船
出
で
し
た
。
当
時
の
予
算

か
ら
は
、
難
し
い
局
面
を
乗
り
越
え
た
町
政

の
姿
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
葉
山

町
誕
生
時
の
、
村
民
・
町
民
力
を
合
わ
せ
て

の
復
興
努
力
の

過
程
は
、
他
市

町
村
同
様
、
90

年
後
の
今
日
に

も
、
一
つ
の
道

標
と
な
っ
て
残

っ
て
い
る
と
言

え
ま
し
ょ
う
。

　
大
正
に
入
っ
て
か
ら
、
第
一
次
世
界
大
戦

（
大
正
３
年
～
７
年
）
と
そ
の
後
の
好
景
気
、

反
動
で
起
こ
っ
た
大
恐
慌
や
大
陸
進
出
と
い

う
政
治
、
経
済
、
軍
事
が
複
雑
に
絡か

ら

み
合
う

こ
の
時
期
、
財
閥
や
資
産
家
は
社
会
的
地
位

の
向
上
を
示
す
別
荘
を
所
有
す
る
よ
う
に
な

り
、
そ
の
地
を
葉
山
に
求
め
ま
し
た
。
湘
南

電
車
が
逗
子
に
乗
り
入
れ
、
海
岸
道
路
に
は

乗
り
合
い
バ
ス
が
通
り
交
通
の
便
が
よ
く
な

る
と
、
新
富
裕
層
も
加
わ
っ
て
、
昭
和
９
年

（
１
９
３
４
）
に
は
４
８
７
棟
も
の
別
荘
を
数

え
る
ま
で
に
な

り
別
荘
数
は
ピ

ー
ク
に
な
り
ま

し
た
。
大
正
末

期
か
ら
昭
和
前

期
に
別
荘
を
構

え
た
お
も
な
人

物
を
表
に
ま
と

め
ま
し
た
。

葉
山
村
か
ら
葉
山
町
へ（
町
制
施
行
）

昭
和
は
葉
山
か
ら
─
─
昭
和
天
皇
附
属
邸
で
践せ

ん
祚そ

昭
和
天
皇
ご
採
集
の
海
洋
生
物

新
富
裕
層
に
よ
る
別
荘
ブ
ー
ム（
別
荘
２
）

第
二
次
世
界
大
戦
と
葉
山

昭
和
22
年
の
米
軍
撮
影
空
中
写
真

　
大
正
天
皇
は
ご

幼
少
の
こ
ろ
か
ら

お
病
気
が
ち
で
し

た
が
、
大
正
14
年

（
１
９
２
５
）
夏
、
侍
医
た
ち
が
葉
山
で
の

療
養
を
強
く
願
い
、
８
月
10
日
、
お
召
列
車

で
葉
山
附
属
邸
で
あ
る
「
澄
宮
御
殿
」
に
到

着
さ
れ
ま
し
た
。
大
正
15
年
12
月
16
日
に
は

ご
容
体
が
「
ご
険
悪
」
と
の
緊
急
報
が
東
京

に
打
電
さ
れ
、
在
京
の
皇
族
方
は
急
ぎ
臨
時

列
車
で
葉
山
に
向
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
時
の

様
子
を
、
読
売
新
聞
は
「
東
京
の
縮
図
の
よ

う
な
葉
山
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。
25
日
、

大
正
天
皇
が
崩
御
さ
れ
ま
す
と
直
ち
に
皇
太

子
殿
下
の
裕
仁
親
王
殿
下
が
践
祚
の
式
に
臨

ま
れ
、
第
１
２
４
代
天
皇
に
な
ら
れ
ま
し
た
。

践
祚
の
儀
が
終
わ
る
と
、
御
用
邸
内
で
は
政

府
の
臨
時
閣
議
や
枢
密
院
の
会
議
が
開
か
れ
、

新
し
い
年
号
が
「
昭
和
」
と
決
ま
り
、
昭
和

が
葉
山
で
誕
生
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
米
軍
撮
影
空
中
写
真
を
繋
げ
た
上
に
町
境

を
重
ね
て
い
ま
す
。
平
成
24
年
の
も
の
も
載

せ
ま
し
た
。

26　
昭
和
時
代

27　
昭
和
時
代

28　
昭
和
時
代

29　
昭
和
時
代
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１
９
６
０
年
代
に
は
じ

ま
っ
た
高
度
経
済
成
長
期

に
あ
わ
せ
て
、
葉
山
町
で

も
増
大
す
る
住
宅
需
要
を

当
て
込
み
、
相
次
い
で
団

地
開
発
が
す
す
め
ら
れ
ま

し
た
。
そ
の
始
ま
り
は
１
９
６
０
年
代
初
期

の
京
浜
団
地
（
一
色
、
堀
内
）
と
芝
崎
埋
立

地
（
一
色
）
で
す
。
そ
の
後
、
分
譲
戸
数
１

０
０
０
戸
を
超
え
る
葉
桜
団
地（
長
柄
）、
施

工
面
積
２
０
０
万
平
米
を
超
え
る
パ
ー
ク
・

ド
・
葉
山
四
季
（
一
色
）
や
イ
ト
ー
ピ
ア

（
長
柄
）
な
ど
、
あ
い
つ
い
で
規
模
の
大
き

な
団
地
が
山
野
を
切
り
開
い
て
造
成
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
団
地
開
発
は
凍
結

さ
れ
、
か
つ
て
取
得
し
た
土
地
で
、
今
は
住

民
と
手
を
携
え
て
緑
地
の
保
全
や
人
材
育
成

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
大
き
な
時
代
の
転

換
を
感
じ
ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
新
た
な
町

づ
く
り
は
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

第
18
回
夏
季
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

昭
和
39
年
（
１
９
６

４
）
10
月
10
日
か
ら

近
郊
各
会
場
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
葉
山

町
で
は
ヨ
ッ
ト
競
技

に
出
場
し
た
選
手
が

活
躍
し
、
葉
山
町
の
名
を
世
に
広
め
て
い
ま

す
。
ヨ
ッ
ト
競
技
は
、
こ
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
江
の
島
の
ハ
ー
バ
ー

を
ヨ
ッ
ト
本
会
場
と
し
、
鐙
摺
の
葉
山
港
が

サ
ブ
会
場
（
本
部
船
会
場
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
大
会
直
前
に
は
、
葉
山
町
で
も
聖
火

リ
レ
ー
が
通
過
し
ま
し
た
。
そ
の
後
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
の

セ
ー
リ
ン
グ
競

技
に
も
、
葉
山

出
身
者
が
活
躍

し
て
い
ま
す
。

　
明
治
初
期
の
海
水

浴
と
い
え
ば
、
健
康

増
進
の
た
め 

泳
ぐ

の
で
は
な
く
、
磯
に

さ
し
た
鉄
棒
に
つ
か

ま
っ
て
、
海
水
に
浸

か
り
、
海
辺
の
新
鮮

な
空
気
を
吸
う
潮し

お
と
う
じ

湯
治
で
し
た
。
ま
た
、
鎌

倉
に
幕
府
を
開
い
た
源
頼
朝
の
御
殿
跡
が
江

戸
期
堀
内
村
絵
図
の
森
戸
神
社
境
内
に
描

か
れ
て
お
り
、
歴
代
将
軍
家
は
葉
山
の
別
荘

を
訪
れ
武
芸
鍛
練
を
し
た
こ
と
な
ど
が
、『
吾

妻
鏡
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
鎌
倉
時
代
か

ら
「
別
荘
地
の
葉
山
」
は
面
目
躍
如
た
る
も

の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
戦
前
の

葉
山
で
は
、
地
元
の
貸
家
に
夏
の
間
滞
在
し

た
人
々
を
「
葉
山
族
」
と
呼
び
ま
し
た
。
昭

和
30
年
代
か
ら
40
年
代
は
、
海
水
浴
が
大
衆

化
し
、
葉
山
の
海
水
浴
場
は
、
ど
の
浜
辺
も

芋
の
子
を
洗
う
よ
う
な
状
態
と
な
り
ま
し
た
。

　
文
化
人
や
要
人
か
ら
別
荘
地
と
し
て
愛
さ

れ
る
な
ど
日
常
を
離
れ
た
保
養
地
と
し
て
の

イ
メ
ー
ジ
が
強
か
っ
た
葉
山
で
す
が
、
近
年

で
は
そ
の
印
象
も
変
わ
り
、
む
し
ろ
「
日
常

生
活
が
楽
し
め
る
町
」
と
し
て
の
評
判
を
確

立
し
て
い
ま
す
。
暮
ら
し
を
盛
り
上
げ
る
の

が
、
豊
か
な
自
然
を
背
景
に
行
わ
れ
る
数
々

の
イ
ベ
ン
ト
。
普
段
は
静
か
な
葉
山
の
町
に

ひ
と
と
き
活
気
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、
町

中
の
住
民
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
ま

す
。
花
火
大
会
、「
葉
山
ふ
る
さ
と
ひ
ろ
ば
」、

「
ビ
ッ
グ
ハ
ヤ
マ
マ
ー
ケ
ッ
ト
」、「
葉
山
芸

術
祭
」
各
地
の
農
産
物
や
海
産
物
を
扱
う
朝

市
な
ど
、
葉
山
を
よ
り
住
み
や
す
く
、
楽
し

い
町
に
す
る
た
め
に
さ

ま
ざ
ま
な
人
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
る
イ
ベ
ン

ト
の
数
々
︱
次
の
１
ペ

ー
ジ
を
開
く
の
は
、
あ

な
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
葉
山
町
は
群
馬
県
草
津
町
と
、
海
外
で
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ホ
ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ

イ
市
と
の
間
に
姉
妹
都
市
協
定
を
結
ん
で
い

ま
す
。
葉
山
が
風
光
も
良
く
、
健
康
に
も
良

い
こ
と
を
紹
介
し
、
御
用
邸
を
は
じ
め
と
す

る
別
荘
地
と
な
る
き
っ
か
け
を
作
っ
た
ド
イ

ツ
人
の
皇
室
侍
医
ベ
ル
ツ
博
士
は
、
草
津
の

温
泉
の
効
用
を
認
め
、
温
泉
保
養
地
づ
く
り

に
貢
献
し
た
人
で
も
あ
り
ま
す
。
両
町
は
昭

和
44
年
（
１
９
６
９
）
に
友
好
的
姉
妹
都
市

協
定
を
結
び
、
草
津
町
で
の
ス
キ
ー
、
葉
山

海
岸
で
の
親
子
連
れ
の
海

水
浴
を
楽
し
む
恒
例
行
事

を
続
け
て
い
ま
す
。
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
南
部
の
海
岸

に
面
し
た
風
光
明
媚
な
ホ

ー
ル
ド
フ
ァ
ス
ト
ベ
イ
市

と
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に

よ
る
若
者
の
相
互
交
流
を

重
ね
て
来
ま
し
た
。

各
時
代
の
葉
山
の
商
店
街

頼
朝
以
来
の
別
荘
地・海
水
浴
場
の
葉
山

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
葉
山

新
し
い
イ
ベ
ン
ト
の
創
設

草
津
町
と
豪
州
の
市
と
の
姉
妹
都
市
提
携

葉
山
町
に
お
け
る
大
規
模
団
地
の
開
発

　
江
戸
時
代
の
葉
山
は
、
浦
賀
、
三
崎
奉
行

所
へ
通
じ
る
「
浦
賀
道
」、「
三
崎
道
」
と
い

う
２
本
の
官
道
を
有
す
る
エ
リ
ア
で
し
た
。

葉
山
各
地
の
商
店
街
は
、
こ
れ
ら
の
街
道
を

行
き
交
う
旅
人
や
地
域
の
需
要
に
応
え
て
形

成
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
こ

で
は
各
地
の
か
つ
て
の
商
店
街
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
堀
内
⇨
大
正
末
期
の
海
岸
通
り
、

一
色
⇨
昭
和
初
期
の
海
岸
通
り
と
昭
和
36
年

の
八
店
通
り
、
長
柄
⇨
昭
和
16
年
頃
の
長
柄

交
差
点
付
近
、
上
山
口
⇨
江
戸
時
代
か
ら
明

治
に
か
け
て
の
旧
道
筋
、
下
山
口
⇨
昭
和
36

年
頃
の
下
山
橋
か
ら
葉
山
公
園
入
り
口
付
近
、

木
古
庭
⇨
昭
和
30
年
前
後
の
旧
浦
賀
道
付
近
。

30　
昭
和
時
代

31　
昭
和
時
代

32　
昭
和
時
代

33　
昭
和
時
代

34　
昭
和
時
代
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昭
和
46
年
（
１
９
７
１
）
１
月
27
日
に
御

用
邸
は
心
な
い
青
年
の
放
火
に
よ
っ
て
焼
失

し
ま
し
た
。
こ
の
大
火
事
で
、
明
治
時
代
の

創
立
か
ら
80
年
近
く
経
っ
た
葉
山
御
用
邸
は
、

御
車
寄
せ
を
残
し
て
全
焼
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
葉
山
町
は
直
後
に
「
御
用
邸
再
建
推
進

会
」
を
立
ち
上
げ
、
再
建
に
向
け
て
活
動
を

開
始
、
新
御
用
邸
は
、
焼
失
か
ら
10
年
後
に

待
望
の
完
成
を
迎
え
、
町
民
に
対
し
て
落
成

の
お
披
露
目
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
の

和
風
建
築
で
は
な
く
簡
素
な
洋
風
建
築
の
新

御
用
邸
を
、
多
く
の
町
民
が
、
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
後
も
、
天
皇
皇

后
両
陛
下
や
皇
室
の

方
々
は
、
た
び
た
び

葉
山
御
用
邸
に
行
幸

啓
さ
れ
、
葉
山
の
海

辺
や
森
の
休
日
を
過

ご
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
じ
目
的
の
た
め
に
、
対
等
の
立
場
で
協

力
し
合
う
こ
と
を
「
協
働
」
と
い
い
ま
す
。

近
年
の
地
方
自
治
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
分
野

で
不
可
欠
の
概
念
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
官
民

と
も
に
地
域
の
一
員
と
い
う
立
場
で
、
そ
れ

ぞ
れ
が
持
て
る
力
を
出
し
合
っ
て
、
お
互
い

に
不
足
を
補
い
合
い
協
力
し
て
地
域
の
問
題

解
決
に
取
り
組
み
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
よ
う
と
い
う
機
運

が
平
成
7
年
（
１
９
９

５
）
の
阪
神
・
淡
路
大

震
災
以
降
高
ま
り
ま
し

た
。「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
葉

山
ま
ち
づ
く
り
協
会
」、

「
葉
山
ま
ち
づ
く
り
町

民
会
議
」、「
逗
子
・
葉

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放

送
」
通
称
「
湘
南
ビ
ー

チ
Ｆ
Ｍ
」
の
例
を
あ
げ

ま
し
た
。

　
公
共
施
設
に

は
役
場
や
消
防

庁
舎
な
ど
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
の

拠
点
と
な
る
施

設
を
は
じ
め
、

学
校
や
図
書
館
、

町
内
会
館
や
児

童
館
な
ど
日
頃

私
た
ち
が
利
用

す
る
施
設
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
平
成
９
年

（
１
９
９
７
）
に
は
人
口
が
つ
い
に
３
万
人

を
突
破
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
人
口
増
加
を

背
景
に
公
共
施
設
も
さ
ま
ざ
ま
に
整
備
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
行
政
系
施
設
、

教
育
施
設
、
社
会
教
育
施
設
、
保
健
・
福
祉

施
設
、
子
育
て
支
援
施
設
、
環
境
関
連
施
設
、

公
園
施
設
、
そ
の
他
の
施
設
な
ど
に
分
類
し

て
、
マ
ッ
プ
上
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
葉
山
は
戸
数
に
比
し
て
寺
院
の
数
が
多
い

土
地
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に
そ
の
傾
向
が
強

い
長
柄
地
区
で
は
、「
一
家
二
寺
制
」
が
、
旧

家
を
中
心
に
現
在
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
一
色
の
大お

お
み
ね
や
ま

峰
山
（
三
ヶ
岡
）
を
は

じ
め
葉
山
の
山
々
は
修し

ゅ
げ
ん
ど
う

験
道
の
場
で
あ
っ
た

と
も
推
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
色
の
「
玉
蔵

院
」
な
ど
が
、
当
時
そ
の
中
心
だ
っ
た
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
残
る
寺
も
、
一
つ
一

つ
が
地
域
の
文
化
や
伝
統
を
引
き
継
ぐ
貴
重

な
場
所
で

す
。
こ
こ

で
は
、
現

存
す
る
葉

山
の
主
な

18
の
寺
院

な
ど
を
地

区
別
に
紹

介
し
て
い

ま
す
。

　
葉
山
に
は
古
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
神
社
が
誕

生
し
、
古
く
は
千
年
以
上
も
前
か
ら
受
け
継

が
れ
て
き
た
と
伝
わ
る
祭
り
や
神
事
が
、
今

も
生
き
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
歴
史
を
知
る

上
で
貴
重
な
資
料
で
あ
る
と
と
も
に
、
住
民

同
士
を
結
び
付
け
て
き
た
民
俗
行
事
と
し
て

継
承
さ
れ
た
文
化
財
の
一
つ
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

葉
山
の
主
な

神
社
を
、
地

区
別
に
、
こ

れ
ら
の
祭
事

と
と
も
に
紹

介
し
ま
す
。

取
り
上
げ
た

の
は
12
の
神

社
で
す
。　

御
用
邸
焼
失
と
10
年
後
の
再
建

協
働
へ
の
試
み
─
─
新
た
な
町
民
活
動
盛
ん
に

町
の
公
共
施
設

葉
山
の
神
社
─
─
受
け
継
が
れ
る
祭
り
や
神
事

葉
山
の
寺
─
─
修し

ゅ
げ
ん験

︑一い
っ

家か

二に

じ寺
制
な
ど

　
こ
の
町
が
「
文
化
の
町
葉
山
」
と
呼
ば
れ

た
理
由
の
一
つ
に
、
文
化
人
が
多
く
住
ん
だ

こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
こ
で
は
16
名
の

主
な
文
学
者
と
音
楽
家
、
画
家
を
紹
介
し
ま

し
た
。

　
文
学
者
は
、
堀
口
大
學
を
は
じ
め
６
氏
を

と
り
あ
げ
て
い
ま
す
。
葉
山
を
訪
れ
て
、
葉

山
を
舞
台
に
著
さ
れ
た
文
学
作
品
は
、
各
時

代
を
通
じ
て
数
多
く
あ
り
ま
す
が
、
6
氏
は
、

葉
山
に
住
み
、
葉
山
を
舞
台
に
し
た
作
品
を

著
し
ま
し
た
。
音
楽
家
は
、
箏
奏
者
で
作
曲

家
の
宮
城
道
雄
、
作
曲
家
で
葉
山
町
歌
も
作

曲
し
た
団
伊
玖
磨
、
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
で

作
曲
家
の
山
下
洋
輔
の
各
氏
が
葉
山
在
住
で

し
た
が
、
い
ず
れ
も
、
エ
ッ
セ
イ
の
名
手
で
、

葉
山
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま
す
。
葉
山
の

環
境
を
好
ん
だ
方
が
多
か
っ
た
の
か
、
た
く

さ
ん
の
画
家
が
葉
山
に
転
入
し
、
永
住
し
た

り
、
別
荘
を
構
え
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、

山
口
蓬
春
、
奥
谷
博
な
ど
７
氏
を
載
せ
ま
し

た
。
奥
谷
氏
以
外
は
日
本
画
家
で
す
。

葉
山
に
住
ん
だ
文
学
者・音
楽
家・画
家
た
ち

35　
昭
和
～
平
成
時
代

36　
平
成
時
代

37　
平
成
時
代
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一
つ
の
石
碑
が
物
語
る
事
柄
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
彫
ら
れ
た
文
字
か
ら
読
み
取
れ
る
記

録
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
が
立
つ
場
所

か
ら
は
そ
の
建
造
に
ま
つ
わ
る
人
々
の
思
い

が
見
え
て
き
ま
す
。
石
碑
を
訪
ね
る
こ
と
で

葉
山
の
歴
史
が
生
き
生
き
と
感
じ
ら
れ
る
は

ず
で
す
。
こ
こ
で
は
代
表
的
な
も
の
を
い
く

つ
か
紹
介
し
ま
す
。
天
気
の
よ
い
散
歩
日
和

の
日
に
で
も
、
ぜ
ひ
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

堀
内
森
戸
神
社
境
内
か

ら
13
基
、
堀
内
や
一
色

か
ら
6
基
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。

　
葉
山
6
地
区
に
は
、
地
元
の
人
々
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
と
な
り
、
長
い
年
月
を
刻
ん
で

き
た
寺
社
・
庚
申
塔
・
地
蔵
尊
・
伝
説
の
石

碑
な
ど
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区

別
の
６
ペ
ー
ジ
に
は
、
わ
か
り
や
す
い
マ
ッ

プ
上
に
、
場
所
を
明
示
し
て
、
歴
史
を
巡
る

小
さ
な
旅
の
ガ
イ
ド
を
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
一
口
に
、
伝

説
や
民
話
あ
る
い
は
昔
話

と
い
う
言
い
方
を
し
ま
す

が
、
伝
説
は
、
た
と
え
ば

路
傍
に
あ
る
変
わ
っ
た
形

の
岩
石
や
老
木
、
清
い
泉
、

あ
る
特
定
の
場
所
な
ど
具
体
的
な
事
物
に
結

び
つ
い
て
語
ら
れ
る
も
の
で
、「
昔
々
あ
る

と
こ
ろ
に
︙
」
と
い
う
よ
う
に
抽
象
的
に
語

ら
れ
る
昔
話
（
民
話
）
と
は
区
別
さ
れ
て
い

ま
す
。
葉
山
に
は
ど
ん
な
話
が
語
り
伝
え
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。「
鐙
摺
」｢

七
桶

の
岩
」「
石
芋
井
戸
」「
長
者
ヶ
崎
」「
イ
ヤ

ダ
ヶ
谷
」「
地
蔵
さ
ま
に
な
っ
た
古
松
」「
寝

子
石
（
夜
泣
き
石
）」「
五
本
松
（
小
森
坂
）」

「
外
道
坂
（
下
道
坂
）」「
横
向
き
如
来
」「
三

頭
山
」「
峯
山
の
大
池
」「
蛇
塚
山（
蛇
骨
山
）」

「
不
動
の
滝
」「
高
祖
井
戸
と
高
祖
坂
・
鎌
倉

橋
」
な
ど
地
名
や
葉
山
の
人
々
が
昔
か
ら
親

し
ん
だ
事
物
に
関
す
る
伝
説
を
集
め
ま
し
た
。

　
上
山
口
、
寺
前
の
里
に
、「
伝
猪
俣
小
平

六
、
岡
部
六
弥
太
両
将
の
墓
」
と
称
す
る
２

基
の
五
輪
塔
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
伝

承
に
つ
い
て
、
古

書
は
猪
俣
小
平
六

の
墓
の
み
を
伝
え

て
い
ま
す
。
こ
の
２
基
の
五
輪
塔
は
、
享
保

４
年
（
１
７
１
９
）、
１
０
０
ⅿ
南
の
川
沿

い
か
ら
移
さ
れ
た
鎌
倉
初
期
の
も
の
で
す
。

こ
こ
か
ら
さ
ら
に
下
流
へ
約
１
㌔
下
っ
た
、

平た
い
ら

の
里
と
呼
ば
れ
る
山
間
の
小
さ
な
集
落
に
、

平
安
中
期
の
歌
人
、
平
兼
盛
の
墓
と
伝
え
る

五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。
先
の
猪
俣
・
岡
部
両

将
の
墓
と
同
じ
く
鎌
倉
期
の
も
の
で
、

凝ぎ
ょ
う
か
い
が
ん

灰
岩
で
作
ら
れ
た
全
高
１
２
５
㌢
の
五
輪

塔
で
、
各
部
と
も
風
化
し
て
不
整
形
で
す
が

風
格
の
あ
る
立
派
な
も
の
で
す
。
近
く
で
発

見
さ
れ
た
中
世
の
墓
地
な
ど
か
ら
領
主
の
山

口
氏
の
供
養
塔
な
の
で
は
な
い
か
と
も
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
仙
元
山
の
中
腹
に
十
字
架
を
い
た
だ
い
た

白
亜
の
建
物
は
、
キ
リ
ス
ト
教
プ
ロ
テ
ス
タ

ン
ト
長
老
派
の
教
会
で
す
。
葉
山
唯
一
の
キ

リ
ス
ト
教
教
会
で
、
森
に
囲
ま
れ
た
教
会
の

礼
拝
堂
を
含
む
平
成
12
年(
２
０
０
０)

完
成

の
建
物
は
教
会
建
築
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
道
１
３
４
号
線
に
沿
っ
た
「
あ

け
の
星
幼
稚
園
」
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
修
道

会
、
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
は
、
か
つ
て
東
伏
見
宮
別
邸
で
し
た
。

大
正
３
年(

１
９
１
４)

建
設
の
別
邸
洋
館
は
、

葉
山
に
建
て
ら
れ
た
宮
家
別
邸
の
な
か
で
、

建
設
当
時
の
姿
を
残
す
唯
一
の
建
築
物
で
、

当
時
の
宮
廷
洋
風

建
築
の
雰
囲
気
を

保
つ
も
の
と
し
て

「
か
な
が
わ
建
築

１
０
０
選
」
に
も

数
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

葉
山
教
会
と
イ
エ
ズ
ス
孝
女
会
葉
山
修
道
院

猪い
の
ま
た俣・岡お
か

部べ

︑平
た
い
ら
の

兼か
ね
も
り盛

五ご

輪り
ん
と
う塔

の
伝
承

海
辺
の
伝
説　

山
辺
の
伝
説

石
碑
い
ろ
い
ろ

歴
史
巡
り
マ
ッ
プ
─
─
6
地
区

編
さ
ん
関
係
者
・
参
考
文
献
一
覧

38　
平
成
時
代

参
考
文
献
（
略
）
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